
司
東
海
経
済
新
報
』

の
鉄
道
論

老

i
 
i
 

官

E
E
ノ

慶

査ロ

一

課

題

二
『
新
報
』
の
鉄
道
論

付
鉄
道
建
設
の
構
想

口
資
金
調
達
と
政
府
保
護

問
認
識
の
モ
デ
ル

三
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
の
鉄
道
論
争

四
松
方
正
義
の
鉄
道
政
策
論
と
『
新
報
』
の
鉄
道
論

五

小

括

課

題

大
工
業
の
移
植
と
い
う
本
来
産
業
革
命
期
の
課
題
と
な
る
べ
き
も
の
が
、
資
本
関
係
を
創
出
す
る
原
蓄
期
に
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
こ
ろ
に
後
進
資
本
主
義
国
た
る
日
本
の
工
業
化
の
特
質
の
一
端
を
み
い
だ
す
こ
と
が
で
均
一

γ
そ
し
て
、
こ
の
大
工
業
の
移

植
は
、
殖
産
興
業
政
策
と
し
て
知
ら
れ
る
明
治
政
府
の
工
業
化
政
策
に
よ
っ
て
推
進
せ
し
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
鉄
道
は
こ
の
殖
産
興

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
三
号
(
一
九
八
六
年
)

図。

(

2

)

 

業
政
策
の
中
で
、
移
植
す
べ
き
大
工
業
と
し
て
最
も
重
要
視
さ
れ
た
部
門
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
初
期
の
鉄
道
政
策
は
強
い
官
設
官
営
主
義
に
よ
っ
て
彩
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
も
と
よ
り
明
治
政
府
の
鉄
道
政
策
は
、

首
尾
一
貫
し
た
方
針
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
廃
藩
後
の
経
費
膨
張
に
よ
る
政
府
資
金
の
酒
渇
、
岩
倉
具
視
ら
政

府
使
節
団
の
欧
米
田
覧
(
一
八
七
一
年
一
二
月

t
七
三
年
九
月
〉
に
と
も
な
う
新
知
見
の
導
入
に
よ
っ
て
、
官
設
官
営
主
義
を
基
本
と
す
る
明

治
政
府
の
鉄
道
政
策
は
ほ
ど
な
く
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
西
南
戦
争
(
一
八
七
七
年
一
月
1
九

月、J

の
勃
発
は
、
四
、
二

O
O万
円
と
い
う
当
時
の
歳
入
額
の
ほ
ぼ
一
年
分
に
相
当
す
る
巨
額
の
戦
費
を
支
出
せ
し
め
、
明
治
政
府
の
財

政
危
機
を
よ
り
深
刻
な
も
の
と
し
た
。
そ
こ
で
、
明
治
政
府
は
一
八
八

O
年
一
一
月
に
「
工
場
払
下
概
則
」
を
公
表
し
、
政
府
直
営
企
業

を
民
間
に
払
下
げ
る
方
針
を
確
立
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
方
針
は
、
鉄
道
政
策
に
も
反
映
さ
れ
、
初
期
の
官
設
官
営
主
義
は
、
私
設
鉄
道

の
認
可
(
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
)
と
い
う
方
向
へ
修
正
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
鉄
道
政
策
の
体
制
的
修
正
期
に
、
田
口
卯
吉
の
主
宰
す
る
『
東
京
経
済
雑
誌
』
(
以
下
、
『
雑
誌
』
と
略
称
す

る
)
と
犬
養
毅
の
主
宰
す
る
『
東
海
経
済
新
報
』
(
以
下
、
『
新
報
』
と
略
称
す
る
)
と
の
聞
で
、
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
る
一
大
論
争
が
展
開
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
、
わ
が
国
鉄
道
政
策
史
上
極
め
て
興
味
深
い
事
実
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
自
由
貿
易
主
義
の
立
場
に
立

つ
『
雑
誌
』
と
、
保
護
貿
易
主
義
の
立
場
に
立
つ
『
新
報
』
と
の
聞
で
、
こ
の
時
期
に
激
し
い
自
由
保
護
貿
易
論
争
が
展
開
さ
れ
て
い
た

し
は
は
既
に
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
論
争
の
一
角
を
鉄
道
問
題
が
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
雑
誌
』
(
田
口
卯
吉
)
の

鉄
道
論
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
論
敵
で
あ
っ
た
『
新
報
』
(
犬
養
毅
)
の
鉄
道
論
に
つ
い
て

は
、
意
外
に
も
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

犬
養
毅
が
『
新
報
』
第
一
号
を
発
刊
し
た
の
は
一
八
八

O
年
八
月
二
一
日
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
田
口
卯
吉
の
主
宰
す
る
『
雑
誌
』
の
創



刊
(
一
八
七
九
年
一
月
二
九
日
)
か
ら
ほ
ぼ
一
年
七
カ
月
余
を
経
た
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

ヨ

ス

モ

ポ

リ

チ

ス

ム

ハ

6
〉

誌
』
の
自
由
貿
易
主
義
の
主
張
を
「
概
子
宇
宙
経
済
ノ
空
理
ヲ
唱
フ
ル
モ
ノ
」
と
批
判
し
、
自
ら
の
立
場
を
「
吾
輩
カ
所
謂
日
本
経
済
ナ

(
7
V
 

ル
モ
ノ
ハ
世
ノ
所
謂
保
護
政
策
ナ
ル
モ
ノ
ニ
テ
、
将
来
続
々
篇
ヲ
累
テ
弁
論
討
議
ス
ル
所
皆
保
護
主
義
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
と
述
べ

『
新
報
』
第
一
号
の
「
発
刊
の
辞
」
で
は
、

雑

て、

『
雑
誌
』

へ
の
対
抗
姿
勢
を
強
調
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
『
新
報
』
は
、
第
一
号
で
の
高
ら
か
な
保
護
貿
易
主
義
の
宣
言
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
七
六
号
(
一
八
八
二
年
二
月
一

五
日
)

を
も
っ
て
廃
刊
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、

『
新
報
』
は
創
刊
以
来
わ
ず
か
二
年
余
で
廃
刊
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
さ

し
あ
た
り
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
極
め
て
短
い
期
間
に
か
な
り
多
く
の
鉄
道
問
題
に
か
か
わ
る
論
説
が
、
し
ば
し
ば
『
雑
誌
』
と
の
論
争

『
新
報
』
は
、
社
説
、
寄
書
、
記
事
お
よ
び
統
計
な
ど
の
、
欄
に
よ
っ
て
誌
面

(
8
)
 

が
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
「
も
っ
ぱ
ら
犬
養
が
か
い
た
」
と
さ
れ
る
社
説
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
、
鉄
道
問
題
に
関
す
る
論
説

と
い
う
形
式
を
と
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

は
以
下
に
掲
げ
る
ご
と
く
六
篇
に
も
の
ぼ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

H 

「
鉄
道
論
(
第
一
章
〉
」
(
第
一
一
号
、
一
八
八
O
年
一
二
月
五
日
)

口

「
鉄
道
論
(
第
二
章
)
」
(
第
一
九
号
、
一
八
八
一
年
三
月
五
日
)

(弓

「
鉄
道
論
(
第
三
章
〉
」
(
第
二
一
号
、
一
八
八
一
年
三
月
二
五
日
)

(同

「
日
本
鉄
道
会
社
ノ
盛
挙
ヲ
聞
ク
」
(
第
二
二
号
、
一
八
八
一
年
四
月
五
日
)

l劫

「
鉄
道
論
ヲ
駁
ス
」
(
第
二
三
号
、
一
八
八
一
年
四
月
一
五
日
)

同

「
明
治
十
四
年
事
ヲ
記
シ
テ
時
事
ヲ
論
ス
」
(
第
四
九
号
、
一
八
八
二
年
一
月
一
五
日
)

小
論
は
、
こ
の
よ
う
に
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
に
象
徴
さ
れ
る
明
治
政
府
に
よ
る
鉄
道
政
策
の
一
大
修
正
期
に
、

『
雑
誌
』
と
激
し
い

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

四



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
三
号
〈
一
九
八
六
年
〉

四

論
戦
を
か
わ
し
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
試
み
、
そ
の
意
義
と
限
界
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
こ
の
鉄
道
政
策
の
体
制
的
修
正
期
に
展
開
さ
れ
た
種
々
の
議
論
を
吟
味
す
る
こ
と
は
、
明
治
前
期
の
鉄
道
政
策
史
の
推
移
を

理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
と
お
も
わ
れ
る
し
、
ま
た
そ
の
際
『
雑
誌
』
の
論
敵
で
あ
っ
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
に
は
決
し
て
無
視
し
得

(
9〉

な
い
も
の
が
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
1
)

近
藤
哲
生
「
殖
産
興
業
と
在
来
産
業
」
(
新
版
岩
波
講
座
『
日
本
歴
史
』
一
四
・
近
代
一
、
一
一
一
一
一
良
、
岩
波
書
底
、
一
九
七
五
年
八
月
)
。

(

2

)

石
塚
裕
道
『
日
本
資
本
主
義
成
立
史
研
究
』
、
一

O
八
J
一
O
九
真
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
三
年
一

O
月。

(
3
〉
山
本
弘
文
「
初
期
殖
産
政
策
と
そ
の
修
正
」
(
安
藤
良
雄
編
『
日
本
経
済
政
策
史
論
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
六
月
)
。

(
4
〉
『
雑
誌
』
と
『
新
報
』
と
の
間
で
展
開
さ
れ
た
自
由
保
護
貿
易
論
争
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
梅
津
和
郎
『
日
本
の
貿
易
思
想
1
1
1
日
本
貿

易
政
策
思
想
史
研
究
|
|
』
、
五
三

t
六
O
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
一
房
、
一
九
六
三
年
二
月
、
お
よ
び
堀
経
夫
『
明
治
経
済
思
想
史
』
、
一
一
一
七

i
二

一
一
二
頁
、
明
治
文
献
、
一
九
七
五
年
一

O
月
、
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
5
〉
『
雑
誌
』
(
田
口
卯
吉
〉
の
鉄
道
論
に
つ
い
て
は
、
内
田
義
彦
「
日
本
資
本
主
義
と
局
地
的
市
場
圏
|
|
田
口
鼎
軒
の
鉄
道
論
|
|
」
(
有
沢

広
己
、
東
畑
精
て
中
山
伊
知
郎
編
『
経
済
主
体
性
講
座
』
第
七
巻
、
歴
史
E
、
中
央
公
論
社
、
一
九
六

O
年
一
一
月
)
を
参
照
の
こ
と
@

な
お
、
田
口
卯
吉
は
「
佐
野
、
足
利
、
伊
勢
崎
、
桐
生
な
ど
の
わ
が
国
産
業
革
命
の
一
翼
を
に
な
っ
た
綿
織
物
地
帯
を
結
ぶ
鉄
道
と
し
て
」
(
中

西
健
一
『
日
本
私
有
鉄
道
史
研
究
|
|
都
市
交
通
の
発
展
と
そ
の
構
造

|
l』
増
補
版
、
三
五
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
室
田
房
、
一
九
七
九
年
五
月
)
、
そ

の
自
生
型
鉄
道
と
し
て
の
性
格
が
高
く
評
価
さ
れ
る
両
毛
鉄
道
会
社
(
小
山
J
前
橋
間
〉
の
初
代
社
長
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
鉄
道

論
が
多
く
の
鉄
道
史
研
究
者
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
き
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

〈
6
)、
(
7
〉
「
諸
言
」
(
『
新
報
』
第
一
号
、
一
八
八

O
年
八
月
一
一
一
日
)
@

(

8

)

長
幸
男
「
解
題
|
!
『
東
海
経
済
新
報
』
刊
行
事
情
」
(
復
刻
版
『
東
海
経
済
新
報
』
第
七
巻
、
日
本
経
済
評
論
社
、
一
九
八
三
年
六
月
〉
。

(
9
〉
従
っ
て
、
こ
こ
で
は
専
ら
明
治
前
期
の
鉄
道
政
策
史
研
究
の
一
環
と
し
て
『
新
報
』
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
全
体
像
が
検
討

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
@



『
新
報
』
の
鉄
道
論

既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

円
新
報
』
に
は
極
め
て
多
く
の
鉄
道
問
題
に
関
す
る
論
説
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
鉄
道
論
の

骨
子
は
一
八
八

O
年
二
一
月
か
ら
翌
年
三
月
に
か
け
て
三
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
鉄
道
論
」

(
第
一
章
l
第
三
章
)
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
と
で
、
以
下
で
は
こ
の
「
鉄
道
論
」
を
中
心
に
据
え
て
、

『
新
報
』
の
鉄
道
論
を
、
パ
門
鉄
道
建
設
の
構
想
、

同
資
金
調
達
と
政
府
保
護
、
国
認
識
の
モ
デ
ル
の
三
点
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、

『
新
報
』
に
お
け
る
鉄
道
論
の
基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

付

鉄
道
建
設
の
構
想

『
新
報
』
の
鉄
道
に
対
す
る
認
識
は
、

「
今
日
経
国
ノ
最
大
事
長
一
一
鉄
道
建
設
ノ
一
事
ニ
わ
」
と
い
う
言
葉
品
開
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
新
報
』
は
、
鉄
道
建
設
に
対
し
て
極
め
て
積
極
的
な
姿
勢
を
表
明
す
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
立
場

か
ら
「
鉄
路
建
設
ノ
一
事
タ
ル
人
民
ニ
取
リ
政
府
ニ
取
リ
今
日
経
国
ノ
最
大
要
務
ニ
シ
テ
東
京
新
潟
間
ノ
鉄
道
ニ
継
キ
更
ニ
興
起
ス
可
キ

モ
ノ
ハ
此
東
京
青
森
間
ノ
鉄
道
ニ
若
ク
ハ
斡
ケ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
建
設
は
急
務
の
課
題
で

あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
東
京
1
新
潟
間
(
一
四
0
マ
イ
ル
マ
東
京

t
青
森
間
(
五
0
0
マ
イ
ル
)
と
い
っ
た
二
大
幹
線
鉄
道
の
建
設
が
急
が

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、

『
新
報
』
は
と
の
東
京

t
新
潟
問
お
よ
び
東
京

t青
森
間
の
両
鉄
道
に
対
し
て
い
か
な
る
経
済
的
意
義
を
み
い
だ
し
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
東
京
新
潟
間
鉄
道
に
つ
い
て
町
新
報
』
は
、

「
東
京
ト
新
潟
ハ
互
ニ
其
位
置
ヲ
我
日
本
ノ
腹
背
ニ
占
メ
気
脈
相
通
シ
緩
急
相
資

同
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

四
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教
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限
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シ
詰
物
品
ヲ
運
輸
交
通
ス
ル
処
ニ
シ
テ
・
：
：
略

・
速
ニ
運
輸
ノ
利
便
ヲ
通
セ
ズ
シ
テ
可
ナ
ラ
守
？
と
、
当
時
わ
が
国
最
大
の
消
費
市

場
で
あ
っ
た
首
都
東
京
と
日
本
海
側
の
要
港
新
潟
と
の
閤
に
形
成
さ
れ
て
い
た
商
品
流
通
闘
係
に
注
目
す
る
。
新
宿
刊
か
ら
東
京
へ
の
主
要

な
移
出
品
と
し
て
は
米
穀
を
あ
げ
ろ
こ
と
が
で
き
る
が
、
『
新
謹
に
よ
れ
ば
そ
の
移
出
高
は
「
越
後
越
中
ヲ
合
セ
テ
凡
ソ
一
百

hrv」
に

も
の
ぼ
っ
て
い
た
。
こ
の
北
陸
地
方
の
米
穀
は
、
こ
れ
ま
で
函
館
あ
る
い
は
下
関
経
由
の
沿
岸
海
運
に
よ
っ
て
消
費
市
場
の
東
京
ま
で
輸

迭
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
が
、
そ
の
た
め
輸
選
費
が
嵩
み
、
新
潟
（
生
産
地
〉
と
東
京
ハ
消
費
地
）
と
の
聞
で
米
価
に
著
し
い
価
格
差
（
三

－
一
六
円
〉
が
生
じ
て
い
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
価
格
差
は
、
〈
第
1
表
〉
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
輸
送
手
段
が
和
船
か
ら
蒸
汽
船
に
転
換
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
一
・
六
一
円
に
ま
で
縮
小
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
『
新
報
』
ば
、
こ
の
価
格
差
を
も
た
ら
す
要
因

を
輸
送
費
の
高
低
に
も
と
め
、
さ
ら
に
東
京
新
潟
間
鉄
道
が
開
通
す
れ
ば
、
輸
送
費
は
著
し
く
低
減
化
さ
れ
、
実
に
「
今
日
汽
船
ニ
払
フ

〈

5〉

所
ノ
運
賃
ハ
米
穀
一
石
に
付
き
一
円
：
：
：
引
用
者
〉
ノ
半
額
ヲ
以
テ
足
ル
」
こ
と
に
な
る
と
予
測
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
『
新
報
』
に
よ

れ
ば
「
今
此
ニ
運
輸
ノ
不
便
ノ
為
三
品
口
人
ガ
感
受
ス
ベ
キ
不
利
益
」
は
、
輸
送
手
段
の
近
代
化
、
と
り
わ
け
鉄
道
の
開
通
に
よ
っ
て
解
消

（

7
V
 

「
其
ハ
米
穀
の
：
：
：
引
用
者
）
需
用
者
ヲ
利
ス
ル
」
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

さ
れ
、同

様
の
効
果
は
、
米
穀
以
外
の
移
出
入
品
、
行
人
旅
客
の
場
合
に
も
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

『
新
報
』
は
続
け
て

「
米
穀
一
物
ニ
就
テ
論
ス
ル
モ
尚
斯
ノ
如
シ
砦
シ
之
ニ
加
ル
ニ
其
他
ノ
諸
輸
出
入
物
品
運
価
ノ
減
少
ト
行
人
旅
客
ノ
仮
利
ヲ
以
一
ア
セ
パ
其

日
本
広
衆
一
一
利
益
ヲ
与
ル
勝
テ
計
ル
可

F

お
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、

さ
ら
に
新
潟
築
港
（
当
時
明
治
政
府
に
よ
っ
て
推
進

さ
れ
て
い
た
）
が
成
功
す
れ
ば
、

「
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
及
ビ
我
北
海
道
井
ニ
北
陸
諾
港
ヨ
リ
船
舶
ノ
此
（
新
潟
港
・
：
引
用
者
）
ニ
輔
鞍
シ

テ
各
種
ノ
物
品
ヲ
運
来
ス
ル
ハ
自
然
ノ
勢
ア
レ
バ
吏
ニ
比
港
ヨ
リ
シ
テ
東
京
地
方
ニ
輸
出
ス
ベ
キ
物
品
ノ
益
々
繁
盛
ニ
趣
グ
ハ
昭
々
ト
シ

テ
ソ
レ
明
ナ
リ
」
と
、
新
潟
港
の
物
資
の
集
散
地
と
し
て
の
地
位
が
著
し
く
向
上
し
、
東
京
新
潟
間
鉄
道
の
商
品
流
通
路
線
と
し
て
の
重



<第1表> 東京・新潟米価比較

|東京|新潟|価格差|

1186印9年 I9吋5叫3吋
188幻m吋7乃9
(傭考) r鉄道論(第一章〕リJ(σ「新報」第1口1号， 1臼88ω0年1臼2ゴ況H日〉より作成。

法方送輸
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三菱会社ノ漸ク盛大ニ趣クニ及テ北海ヲ廻
漕シテ東京新潟閑ノ通路ヲ開キシ

要
性
も
よ
り
一
層
高
ま
る
も
の
と
み
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
『
新
報
』
の
立
論
は
、
当
該
期
に
お
け
る
新
潟
港
の
実
態
を
極
め
て
適
格
に

把
握
し
た
上
で
の
立
論
と
い
え
る
。
八
第
2
表
〉
は
、
山
口
和
雄
氏
の
野
に
依
拠
し
て
一
八

8年
代

末
期
か
ら
一
八
八

0
年
代
初
期
に
お
け
る
北
陸
区
(
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
福
井
の
各
県
)
に
お
け
る
主
要
港

〈
移
出
入
額
の
合
計
が
一

O
O万
円
以
上
の
港
湾
)

の
移
出
入
額
含
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
新
潟
港
の
他
港

に
隔
絶
し
た
地
位
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
新
潟
港
の
移
出
入
額
は
五
、

一二

O
、
三
六
八
円
に
の
ぼ
り
、

こ
れ
は
北
陸
区
に
お
け
る
主
要
各
港
の
移
出
入
額
合
計
の
四
五
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

ま
た
八
第
3
表
〉
は
、
北
陸
区
に
お
け
る
各
県
の
米
穀
移
出
高
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
合
計
は

九
一
五
、
五
九
八
石
で
あ
り
、
既
述
の
ご
と
き
『
新
報
』
の
推
定
し
た
「
越
後
越
中
ヲ
合
セ
テ
凡
ソ
一
百

万
石
」
と
い
う
数
値
は
事
実
を
か
な
り
適
格
に
反
映
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
東
京
府
庁
に
お
い
て
も
品
川
築
港
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
完
成
す
れ
ば
「
我
東
京
モ
亦

更
ニ
今
日
ニ
数
倍
ス
ル
ノ
盛
昌
ヲ
加
へ
テ
内
外
船
舶
ノ
此
ニ
物
品
ヲ
輸
鳥
ル
ル
」
と
い
う
効
果
が
期
待
さ

れ
る
。
ぞ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
東
京
は
「
人
民
必
需
ノ
物
品
ヲ
略
製
出
お
」
産
業
都
市
と
し

て
も
発
展
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
製
造
品
の
内
国
各
地
へ
の
移
出
も
増
大
し
て
い
く
は
ず
で

あ
る
。以

上
の
よ
う
な
検
討
を
経
た
後
、

『
新
報
』
は
、

要
緊
急
ナ
ル
ハ
昭
々
乎
ト
シ
テ
火
ヲ
観
ル
ガ
料
ご
と
結
論
す
る
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
京
新
潟

「
今
日
ニ
当
日
ア
東
京
新
潟
間
ニ
鉄
道
開
設
ノ
頗
ル
必

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

四
五
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教
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合
一
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F
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100.0 

害リ

潟

木

井

尾

計

新

伏

坂

七

必』
口

間
鉄
道
は
、
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
と
を
本
州
の
ほ
ぼ
中
央
で
繋
ぐ
い
わ
ば
南
北
両
海
港
連
絡

鉄
道
と
で
も
称
し
得
る
鉄
道
で
、
国
内
商
品
流
通
を
な
お
沿
岸
海
運
に
依
存
し
て
い
た
当
時
に

お
い
て
は
、
沿
岸
海
運
と
相
互
に
補
完
し
あ
い
な
が
ら
も
そ
の
輸
送
ル

i
ト
を
短
縮
し
、
全
国

市
場
の
形
成

ι大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

次
に
、
東
京
青
森
間
鉄
道
の
経
済
的
意
義
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、

『
新
報
』
は
こ
れ
を
次
の

よ
う
に
把
握
し
て
い
る
。

「
現
今
我
政
府
ハ
鋭
意
ニ
北
地
ノ
開
産
ヲ
謀
リ
亦
年
々
百
万
円
ニ
近
キ
巨
額
ヲ
支
弁
シ
移

住
人
民
ヲ
奨
励
シ
物
産
ノ
蕃
殖
ヲ
計
ル
ニ
急
ナ
ル
モ
海
路
ノ
険
難
ハ
以
テ
人
民
ノ
志
向
ヲ
温

喪
シ
之
ヲ
シ
テ
意
ヲ
北
地
ノ
開
産
ニ
絶
タ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
情
況
無
キ
ニ
非
ズ
若
シ
東
京
青
森

間
ノ
鉄
道
ニ
シ
テ
成
就
セ
シ
メ
バ
北
地
ノ
移
住
ヲ
企
ツ
ル
者
南
海
ヨ
リ
シ
九
州
ヨ
リ
シ
中
国

畿
旬
ヨ
リ
シ
テ
腫
ヲ
絶
タ
ズ
而
シ
テ
北
地
山
海
ノ
遺
利
ヲ
挙
テ
之
ヲ
自
由
ニ
運
醗
輸
送
ス
ル

(
U〉

ヲ
得
バ
其
利
挙
テ
一
言
フ
可
一
フ
サ
ラ
ン
」

こ
の
よ
う
に
『
新
報
』
は
、
東
京
青
森
間
鉄
道
の
経
済
的
意
義
を
東
北
、
北
海
道
地
方
の
地

域
開
発
効
果

ιみ
い
だ
し
て
い
た
。
こ
の
東
北
、
北
海
道
地
方
の
開
発
が
原
蓄
期
の
わ
が
国
に

お
い
て
、
極
め
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
こ
こ
で
多
言
を
要
し
な
い
で
あ

〈

泊

〉

ろ
う
。
東
京
青
森
閑
鉄
道
の
経
済
的
意
義
に
つ
い
て
、
前
掲
「
鉄
道
論
〈
第
一
章
l
第
三
章
)
」

は
こ
れ
以
上
の
こ
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
『
新
報
』
に
寄
書
と
い
う
形
で
掲
載
さ
れ
た
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50.8 

35.1 
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害リ

北陸各県における米穀移出高

|移出高|

石
464，789 
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100，829 
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次

手
1879 

1880 

1882 

1880 

年名

潟

山

井

川

100.0 915，598 

山口『前掲書.11， 161~72，より作成。

計A 
日

「
東
山
鉄
道
論
」
な
る
論
説
は
、
極
め
て
注
目
す
べ
き
内
容
を
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の

県伊>>~毒事十円

新

富

福

石

論
説
は
、
そ
の
「
東
山
鉄
道
」
の
建
設
構
想
を
次
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
日
本
鉄
道
会
社
起
ル
央
将
サ
ニ
某
線
路
ヲ
建
築
シ
東
京
ヨ
リ
架
設
シ
テ
之
ヲ
高
崎
ニ
通
シ

又
其
中
道
ヨ
リ
右
折
シ
テ
之
ヲ
青
森
ニ
達
シ
更
ニ
高
崎
ノ
線
路
ヲ
拡
張
シ
テ
漸
次
コ
レ
ヲ
大
津

ノ
線
路
ニ
ム
口
セ
以
テ
東
西
両
京
ノ
連
絡
ヲ
遇
シ
三
府
ヲ
連
接
シ
テ
之
ヲ
一
市
場
ノ
如
グ
ナ
カ
ラ

シ
メ
ン
ト
ス
」

東
京
青
森
間
鉄
道
は
、

一
λ
八
一
年
一
一
月
に
設
立
き
れ
た
日
本
鉄
道
会
社
の
路
線
と
し
て
建

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
「
東
山
鉄
道
」
構
想
は
、
東
京
青
森
閑
鉄
道
(
日
本
鉄
道
線
)
を
、

高
崎
か
ら
中
山
道
経
由
で
大
津
ま
で
新
線
を
建
設
し
て
既
設
の
官
設
鉄
道
ハ
大
津

t
京
都

1
大
阪

t

神
戸
間
)
に
連
絡
し
、
東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
大
都
市
を
連
接
す
る
幹
線
鉄
道
の
完
成
を
計
る

と
と
も
に
、
近
畿
地
方
か
ら
東
北
地
方
に
至
る
縦
貫
鉄
道
の
実
現
を
意
図
し
た
も
の
と
い
え
る
。

「
其
跨
ル
所
ノ
地
実
ニ
東
山
ソ
ノ
諸
国
」

こ
の
一
大
縦
貫
鉄
道
を
「
東
山
鉄
道
」
と
よ
ぶ
の
は
、

で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
注
目
す
べ
き
は
『
新
報
』
が
こ
の
東
山
諸
国
を
「
是
レ
吾

人
ノ
後
来
ニ
属
望
ス
ル
地
方
ノ
一
ニ
シ
テ
十
数
年
来
ノ
後
一
一
在
テ
幾
分
ノ
富
源
ヲ
本
邦
ニ
増
加
ス

ル
ニ
足
ル
ヘ
キ
」
地
方
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
認
識
に
も
と
づ
い
て

〈備考〉

『
新
報
』
は
、
東
山
諸
国
に
お
け
る
物
産
の
産
出
状
況
を
実
に
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
整
理
す
る
と
〈
第
4
表
〉
の
よ
う
に
な
る
。
該
表
に
つ
い
て
の
立
入
っ
た
検
討
は
さ

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

四
七
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概
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濃
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濃
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0
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約
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/
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(
備
考
〉

鴎
渡
居
士
「
東
山
鉄
道
論
(
第

1
回
)J

CW
新
報
』
第
四
号
.

1881
年

5
月

5
日
〉
よ
り
作
成
。
表
中
の
※
印
は
生
産
地
域
を
示
し
，
全
国
比
は
全
国
総
生
産
高

な
い
し
全
同
比
そ
の
も
の
が
記
載
さ
れ
て
い
る
物
産
に
つ
い
て
の
み
示
し
た
。
な
お
，
当
該
論
説
で
は
表
中
に
掲
載
し
た
物
産
以
外
に
東
山
地
方
の
特
産
物
と
し
て

材
木
，
綿
織
，
諸
鉱
物
，
蚕
種
，
麻
，
菜
種
，
長
浜
縮
緬
，
野
州
昭
布
，
美
濃
紙
，
飛
信
の
木
材
，
信
州
の
蕎
麦
，
西
野
の
絹
紬
，
麻
布
，
真
岡
木
綿
，
足
利
縞
，

二
本
松
紬
，

)11股
絹
，
仙
台
平
，
米
沢
織
物
，
会
津
娘
燭
，
会
津
漆
器
な
ど
が
掲
げ
ら
れ
て

b
、る。

国
〈

茶

斤

2，2
0
8，878 

製

)千!
石

1
，
076

，
119

石
667

，532斤
※
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.
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1
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5
3
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6
3
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※
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8
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ノ、

655
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8
6
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1
，2
5
4
，747 

湾長
~
 
、

313
，250 

392
，0
0
4
 

500
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※
 

，
 

、

4
3
7
，049 

330
，
0
9
3
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※
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4
6
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，
618 
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※

 
，
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4
6
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7
0
 

※
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，
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4
3
3
 

4
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5
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3
9
4
，4
8
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，798 

563
，316 

151
，2

0
3
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，837 

7
2
8
，480 

36
，
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1
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5
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，
555 
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足
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国
全



け
る
こ
と
に
す
る
が
、
と
も
か
く
も
『
新
報
』
が
東
山
諸
国
の
蚕
糸
業
、
農
業
、
さ
ら
に
は
鉱
業
、
織
物
業
な
ど
の
在
来
諸
産
業
に
士
一
眉
目

し
て
「
東
山
鉄
道
」
の
建
設
を
構
想
し
て
い
た
と
い
う
点
は
確
認
さ
れ
て
よ
い
と
お
も
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
東
京
青
森
間
鉄
道
は
、
「
東
山
鉄
道
」
構
想
へ
と
連
ら
な
る
と
と
に
よ
っ
て
、
在
来
諸
産
業
の
発
達
を
促
進
す
る
と
と
も

ι、

東
京
、
京
都
、
大
阪
の
三
大
都
市
を
連
接
す
る
縦
貫
鉄
道
と
し
て
、
全
国
市
場
の
形
成
に
果
た
す
役
割
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
既
に
述
べ
た
東
京
新
鴇
間
鉄
道
と
こ
の
「
東
山
鉄
道
」
構
想
が
実
現
す
れ
ば
、
本
州
を
縦
横
に
貫
く
幹
綜
鉄
道
が
完
成
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
隔
絶
し
た
輸
送
機
能
に
よ
っ
て
わ
が
国
に
お
け
る
在
来
諸
産
業
の
発
展
と
全
国
市
場
の
形
成
は
よ
り
一
層
促
進
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

(ニコ

資
金
調
達
と
政
府
保
護

そ
れ
に
し
て
も
鉄
道
建
設
は
「
巨
大
ノ
資
金
ヲ
用
ユ
ベ
キ
」
事
業
で
あ
っ
た
。
そ
と
で
、
次
に
以
上
の
ご
と
き
鉄
道
建
設
に
必
要
な
資

金
を
い
か
に
し
て
調
達
す
る
か
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

『
新
報
』
は
、
こ
の
鉄
道
建
設
を
官
設
に
よ
っ
て
推
進
す
る
の
で

は
な
く
、
株
式
会
社
形
態
を
と
る
私
設
鉄
道
と
し
て
建
設
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
政
府
は
私
設
鉄
道
会
社
に
対
し

て
「
利
益
ノ
八
鍬
ニ
至
ル
マ
ハ
丹
」
の
保
護
・
助
成
を
付
与
し
て
鉄
道
会
社
の
信
用
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
民
間
資
金
の
積
極
的
な
導

入
を
計
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
道
会
社
へ
の
保
護
・
助
成
の
主
張
こ
そ
が
、
保
護
主
義
を
標
梼
す
る
『
新
報
』
の
鉄

道
論
の
最
大
の
特
質
と
い
え
る
。
た
と
え
ば
、
東
京
新
潟
間
鉄
道
の
建
設
に
関
連
し
て
『
新
報
』
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

「
政
府
ノ
方
策
如
何
ニ
由
テ
比
築
造
事
業
ヲ
企
図
セ
シ
ム
ル
ノ
思
念
ヲ
広
衆
ノ
中
ニ
発
生
セ
シ
ム
ル
ハ
未
グ
必
ズ
極
難
ノ
事
ト
云
フ

ベ
カ
ラ
ザ
ル
ガ
如
シ
政
府
ノ
方
策
ト
ハ
何
ゾ
ヤ
日
ク
保
護
助
成
鉄
道
私
立
会
社
設
立
是
レ
ナ
リ
方
向
本
邦
ハ
金
融
逼
迫
ノ
状
ヲ
顕
ハ
シ

テ
巨
万
ノ
貨
財
ヲ
募
集
ス
ル
ハ
頗
ル
難
事
ノ
如
シ
ト
雄
モ
広
衆
中
殊
ニ
地
方
人
民
中
ニ
ハ
尚
匿
万
ノ
資
金
ヲ
擁
ス
ル
モ
ノ
少
カ
ラ
ザ
レ

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

四
九



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
三
号
〈
一
九
八
六
年
〉

五。

バ
是
非
ヲ
シ
テ
政
府
ノ
此
築
造
事
業
ヲ
保
護
助
成
ス
ル
ヲ
見
テ
大
ニ
会
社
二
信
用
ヲ
措
キ
後
来
ニ
利
益
ヲ
募
集
シ
テ
会
社
ヲ
設
立
ス
ル

(
幻
〉

モ
亦
甚
タ
困
難
ノ
事
タ
ラ
ザ
ル
ベ
シ
」
(
傍
点
引
用
者
)

『
新
報
』
は
も
と
よ
り
こ
の
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
の
保
護
・
助
成
を
無
原
則
的
に
前
提
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ

れ
は
、
「
人
民
ノ
独
力
ヲ
以
テ
成
シ
符
ベ
キ
丈
ケ
ハ
儒
へ
ニ
人
民
ニ
之
ヲ
望
ム
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
今
此
奨
励
補
助
ヲ
政
府
ニ
望
ム
ハ
実
ニ
己

ム
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
」
(
傍
点
引
用
者
)

し
か
し
、

と
の
立
場
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
に
予
め
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
東
京
新
再
開
鉄
道
の
建
設
費
お
よ
び
政
府
助
成
金
に
ワ
い
て
、

『
新
報
』
が
具
体
的
に
算
出
す
る
と
こ
ろ
を
整
理
し

て
一
示
す
と
〈
第
5
表
〉
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
『
新
報
』
は
、
こ
の
東
京
新
潟
問
鉄
道
(
一
四
0
マ
イ
ル
〉
の
経
路
を
、
輸
送
費
の
低
、
減

化
、
建
設
の
容
易
性
な
ど
の
諸
点
か
ら
東
京

t
高
崎

i
湯
桧
曽

t
清
水

1
長
崎

i
六
日
町

i
長
岡

i
新
潟
と
定
め
る
が
、
こ
こ
に
は
清
水

越
を
は
じ
め
と
し
て
山
岳
地
帯
も
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
『
新
報
』
は
、
こ
の
路
線
を
険
難
地
(
四
0
マ
イ
ル
)
と
平
坦
地

2
0
0
マ
イ
ル
)

と
に
区
分
し
、
そ
の
一
マ
イ
ル
当
り
建
設
費
を
そ
れ
ぞ
れ
一

O
万
円
、
六
万
円
と
見
込
み
、
建
設
費
総
額
を
一
、

C
C
O万
円
と
し
と
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
政
府
助
成
金
に
つ
い
て
は
建
設
費
総
額
の
三
劃
と
見
込
ん
で
二
一

O
O万
円
と
算
出
し
た
の

る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

『
新
報
』
は
、

『
新
報
』
が
期
待
す
る
東
京
新
潟
間
鉄
道
に
対
す
る
政
府
の
保
護
・
助
成
は
、
た
ん
に
建
設
費
の
み
に
と
ど
ま

(
n
v
 

「
此
会
社
ノ
株
主
ノ
利
益
八
分
ニ
上
ル
迄
ハ
年
々
政
府
ヨ
リ
之
ヲ
補
助
ス
ベ
シ
ー
一
と
株
主
に
対

で
あ
っ
た
。
と
は
い
え
、

す
る
利
子
保
証
を
も
そ
の
保
護
・
助
成
の
内
容
と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
C

新
報
』
は
、
政
府
が
東
京
新
潟
間
鉄
道
を
保
護
・
助
成
す
る
に
あ
た
ワ
て
必
要
と
す
る
資
金
の
財
源
に
つ
い
て
は
「
現
今
払

(別〉

下
ケ
ト
為
ル
ベ
キ
東
京
横
浜
及
西
京
、
神
戸
ノ
鉄
道
代
価
ヲ
以
テ
之
ヲ
今
日
ニ
消
却
ス
ル
ヲ
止
メ
テ
暫
ク
此
途
ニ
使
用
ス
ベ
キ
ナ
リ
」

と
、
京
浜
間
お
よ
び
京
神
間
官
設
鉄
道
の
民
間
払
下
げ
代
金
を
そ
の
財
源
に
あ
て
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
鉄
道
会
社
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設離

120万円3万円険難地

180万円

300方円

へ
の
政
府
の
保
護
・
助
成
の
た
め
の
財
源
確
保
の
た
め
に
、
官
設
鉄
道
の
民
間
払
下
げ
を
前
提
と

し
て
い
る
こ
と
は
さ
し
あ
た
り
注
目
し
て
お
く
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。

次
い
で
、
東
京
青
森
間
鉄
道
の
建
設
に
つ
い
て
『
新
報
』
の
述
べ
る
と
こ
ろ
を
検
討
し
よ
う
。

『
新
報
』
は
、
ま
ず
十
分
な
資
本
を
も
っ
て
建
設
す
る
の
で
は
な
く
限
り
あ
る
資
本
を
も
っ
て
建

設
す
る
の
で
あ
る
か
ら
「
今
後
ニ
興
ス
所
ノ
鉄
道
ノ
如
キ
ハ
必
ス
シ
モ
斯
(
京
浜
間
お
よ
び
京
神
間

(

お

)

官
設
鉄
道
:
:
:
引
用
者
〉
ノ
如
キ
完
全
ヲ
要
セ
ズ
」
、
む
し
ろ
「
線
路
ノ
築
造
、
橋
梁
ノ
架
設
、
停

ハお〉

車
場
ノ
設
置
等
頗
ル
簡
単
素
朴
ヲ
尊
ヒ
結
カ
ニ
其
用
ニ
適
ス
レ
パ
則
チ
可
ナ
リ
」
と
し
た
上
で
、

東
京
青
森
間
鉄
道
の
建
設
費
を
〈
第
6
表
〉
の
ご
と
く
見
積
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち

『
新
報
』

距

1.8万円

叫方円|

は
、
東
京
青
森
間
鉄
道
の
一
マ
イ
ル
当
り
建
設
曹
を
五
万
円
、
建
設
費
総
額
を
二
、
五

O
O万
円

と
見
込
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

」
の
創
業
入
費
(
建
設
費
)
二
、

玉
O
O万
円
に
対
す

ー

ν
，ノJ

E
 

マハv
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'
ム
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ドレ向、l
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そ
し
て
、

計A 
口

る
利
子
率
を
年
八
分
と
み
な
す
と
、
年
間
利
子
額
は
二

O
O万
円
と
な
る
。
し
か
し
、
鉄
道
会
社

〈
打
)

の
経
営
は
「
当
分
ノ
中
ニ
ハ
決
シ
テ
捗
々
シ
キ
利
益
ナ
キ
モ
ノ
」
と
予
測
さ
れ
る
か
ら
、
政
府
は

「
此
(
年
間
利
子
額
二

0

0
万
円
:
:
引
用
者
〉
中
純
益
金
若
干
ヲ
引
去
リ
其
不
足
ノ
部
分
若
干
円

ヲ
柏
助
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
、

「
純
益
金
ハ
営
業
ノ
進
歩
ニ
従
テ
増
加
シ
補
助

金
ハ
之
ニ
随
テ
減
却
ス
可
シ
ト
錐
モ
仮
リ
ニ
十
ヶ
年
間
平
均
シ
テ
四
分
ノ
割
健
」
と
み
な
す
と
、

(備考)

純
益
金
は
年
間
一

O
O万
円
、
政
府
補
助
金
も
同
じ
く
年
間
一

C
O万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
こ
う
し
た
東
京
青
森
間
鉄
道
建
設
費
の
試
算
に
つ
い
て
、

『
新
報
』
は
自
ら
次
の
よ
う

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

玉
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離

500マイル

距

に
評
価
す
る
の
で
あ
っ
た
。

「
政
府
ハ
全
国
ノ
利
害
ニ
関
係
セ
ル
一
大
工
業
ヲ
賛
成
シ
テ
年
ニ
費
ヤ
ス
所
僅
-
二
百
万
円
ニ
過
キ
サ
レ

バ
敢
テ
之
ヲ
多
額
ト
一
宮
フ
可
カ
ラ
ズ
況
ン
ヤ
右
ノ
計
算
ハ
囲
ヨ
リ
其
見
積
ヲ
大
ニ
シ
タ
ル
者
ナ
レ
パ
其
精
算

ハ
初
)

ニ
至
テ
ハ
必
ズ
補
助
金
額
ヲ
シ
テ
之
ヨ
リ
少
ナ
カ
ラ
シ
ム
可
キ
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
」

と
こ
ろ
で
、

『
新
報
』
は
自
ら
算
出
し
た
建
設
費
総
額
二
、
五

O
O万
円
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
目
論
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
も
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、

〈
剖
U

「
小
額
ノ
余
財
ヲ
有
セ
ル
小
富
人
民
」
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の
「
小

『
新
報
』
が
そ
の
出
資
者
と
し
て

富
人
民
」
と
は
具
体
的
に
い
か
な
る
社
会
層
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
し
ば
ら
く
『
新
報
』
の
述
べ

る
と
こ
ろ
を
聞
く
こ
と
に
し
よ
う
。

『
新
報
』
は
、
ま
ず
こ
の
時
期
の
農
村
経
済
の
動
向
を
「
本
邦
ハ
比
年
豊
熟
ナ
ル
ガ
上
ニ
地
租
金
納
ノ
制
ヲ

行
ヒ
シ
ヨ
リ
各
地
ノ
農
民
ハ
漸
ク
富
鐘
ノ
兆
ヲ
現
ス
」
、
し
か
し
な
お
「
巨
万
ノ
財
産
ヲ
擁
ス
ル
地
方
人
民
ハ

其
数
甚
タ
多
カ
一
九
均
」
と
把
握
す
る
。
そ
し
て
こ
の
「
巨
万
ノ
財
産
ヲ
擁
ス
ル
地
方
人
民
」
は
、

門
川
品
〉

ニ
流
行
ス
ル
諸
会
社
及
銀
行
等
ニ
資
材
ヲ
使
用
」
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

《
お
〉

と
は
こ
う
し
た
「
富
室
大
家
」
と
は
明
確
に
異
な
る
農
民
層
で
あ
っ
た
。

「
現
今
各
地

『
新
報
』
の
い
う
「
小
富
人
民
」

〈備考〉

『
新
報
』
は
、
こ
の
「
小
富
人
民
」
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら

(
鉛
〉

は
「
其
数
極
テ
多
キ
モ
概
ネ
質
素
素
撲
ノ
良
民
」
で
あ
っ
て
、
「
危
道
ヲ
踏
ミ
険
路
ニ
出
テ
》
資
産
ヲ
増
殖
ス

円
幻
)

ル
ノ
志
念
」
な
ど
も
ち
あ
わ
せ
て
い
ず
、
自
ら
の
致
富
手
段
と
し
て
は
せ
い
ぜ
い
「
土
問
ヲ
購
買
ス
ル
ニ
過
キ



(叩ぢス
」
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
あ
る
農
民
層
で
あ
る
。
し
か
し
、

nm出
)

ニ
シ
テ
僅
ニ
四
五
円
ノ
利
益
ヲ
得
」
る
程
度
で
あ
っ
た
。

「
此
土
田
ヨ
リ
生
ス
ル
利
益
ハ
実
一
一
浅
薄
ニ
シ
テ
:
:
:
略
:
;
百
円
ノ
地

『
新
報
』
は
、
こ
の
よ
う
な
「
小
富
人
民
」
を
し
て
「
新
事
業
着
手
ノ
情
味
ヲ
覚
-
九
一
間
」
め
、
東
京
青
森
間
鉄
道
建
設
の
資
金
提
供
者

と
し
て
動
員
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
既
述
の
ご
と
き
政
府
に
よ
る
鉄
道
会
社
へ
の
保
護
・
助
成
が
肝
要
と
な
る
し
、
株
価

も
で
き
る
限
り
小
額
三
株
五
O
円
)
に
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、

」
の
「
小
富
人
民
」
と
政
府
と
の
聞
に
は
、

「
人
民
ハ
敢
テ
資
本
ノ
乏
シ
キ
ニ
非
サ
レ
ド
モ
利
益
ノ
薄
キ
ヲ
恐
ル
》
ガ
為
メ
ニ
之
ヲ
鉄
道
ノ
建
設
ニ
使
用
ス
ル
能
ハ
ズ
政
府
ハ
向
後
ノ

(
a
v
 

利
益
ヲ
知
ル
ト
雛
モ
一
時
ノ
支
弁
ニ
堪
フ
ル
能
ハ
ズ
」
と
い
う
関
係
が
成
立
し
て
い
た
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
う
し
た

中
で
鉄
道
建
設
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
政
府
の
保
護
・
助
成
に
よ
っ
て
鉄
道
会
社
の
企
業
と
し
て
の
信
用
を
高
め
、
広
く
社
会
的
資
金

を
集
中
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
政
府
の
鉄
道
会
社
へ
の
保
護
・
助
成
は
、
た
だ
鉄
道
会
社
の
み
に
特
権
を
付
与

す
る
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
鉄
道
会
社
へ
の
投
資
を
通
じ
て
、

「
小
富
人
民
」
自
体
も
経
済
的
上
昇
の
機
会
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
か

(

必

)

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
て
「
小
富
人
民
」
を
し
て
「
民
間
工
業
ノ
必
ス
シ
モ
等
閑
視
ス
可
ラ
ザ
ル
ヲ
悟
」
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き

る
な
ら
、
そ
の
他
の
産
業
部
門
へ
の
企
業
勃
興
の
波
及
も
期
待
で
さ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、

(
必
)

道
会
社
に
対
す
る
「
干
渉
保
護
ナ
ル
モ
ノ
ハ
全
国
ノ
利
ヲ
謀
ル
」
も
の
と
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。 『

新
報
』
の
主
張
す
る
鉄

か
く
て
『
新
報
』
は
、
明
治
政
府
に
よ
る
地
租
改
正
や
殖
産
興
業
政
策
が
一
定
の
効
果
を
も
た
ら
し
は
じ
め
た
一
八
七

C
年
代
末
期
か

ら
一
八
入

0
年
代
初
期
を
、
政
府
財
政
が
酒
渇
し
て
い
く
時
期
で
あ
る
と
同
時
に
、

一
方
で
は
農
村
に
お
い
て
民
富
が
形
成
さ
れ
て
い
く

時
期
と
し
て
捉
え
る
。
そ
し
て
、
『
新
報
』
が
東
京
青
森
問
鉄
道
の
出
資
者
と
し
て
期
待
す
る
「
小
富
人
民
」
と
は
、
こ
う
し
た
中
で
自
家

労
賃
部
分
を
補
填
し
て
も
な
お
若
干
の
剰
余
を
残
し
て
富
裕
化
し
つ
つ
あ
っ
た
中
農
層
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

『
新
報
』

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

五
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五
四

が
、
政
府
に
よ
る
保
護
・
助
成
の
も
と
に
設
立
さ
れ
る
私
設
鉄
道
会
社
へ
の
出
資
者
と
し
て
期
待
し
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
「
小
富
人

民
」
日
中
農
層
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

日

認
識
の
モ
デ
ル

か
く
て
『
新
報
』
は
、
鉄
道
建
設
が
わ
が
国
の
経
済
発
展
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
宮
指
摘
し
、
そ
れ
は
私
設
鉄
道
会
社
に

対
す
る
政
府
の
保
護
・
助
成
策
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
こ
う
し
た
『
新
報
』
の
鉄
道
建
設
構
想
は
、
欧
米
、
と
り

わ
け
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
経
済
発
展
と
鉄
道
建
設
と
の
関
係
を
認
識
の
モ
デ
ル
と
し
て
い
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

一
国
の
経
済
発
展
と
鉄
道
建
設
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
柴
四
郎
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
論
説
が
、
次
の
よ
う

に
ア
メ
リ
カ
の
経
済
発
展
を
支
え
た
要
因
と
し
て
保
護
政
策
を
高
く
評
価
す
る
と
と
も
に
、
鉄
道
の
果
た
し
た
役
割
を
決
定
的
に
重
視
し

ま
ず
、

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

「
米
国
カ
十
年
以
来
毎
年
一
億
万
弗
ノ
国
債
ヲ
消
却
セ
シ
ハ
保
護
政
策
の
為
ニ
農
工
商
相
倍
伴
シ
テ
隆
盛
ニ
趣
キ
輸
出
常
ニ
輸
入
ニ

超
過
シ
貨
幣
ノ
充
実
シ
タ
ル
ニ
外
ナ
ラ
サ
ル
ナ
リ
而
シ
テ
米
国
ノ
輸
出
産
物
中
南
亜
州
ノ
物
品
最
モ
多
シ
其
産
物
ヲ
廉
価
ニ
運
搬
セ
シ

ハ
鉄
道
ノ
力
ト
云
ハ
サ
ル
可
ラ
ス
卦
、
h
b鈴
卦
わ
わ
れ
山
小
か
ハ
プ
わ
ず
か
斡
酌
わ
か
引
い
骨
川
ト
ト
ゎ
ト
静
か

h
尚
一
(
傍
点
引
用
者
)

こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
経
験
に
照
ら
し
あ
わ
せ
で
、
こ
の
論
説
は
「
本
邦
ニ
テ
モ
運
輸
ノ
便
自
由
ニ
且
ツ
廉
ナ
ル
ニ
至
一
フ
ハ
世
人
ハ
白

(
押

H
V

然
ニ
北
海
道
奥
羽
ノ
地
ニ
移
住
ス
ル
ヤ
亦
言
ヲ
倹
タ
サ
ル
ヘ
シ
然
ラ
ハ
則
今
日
ノ
急
務
ハ
鉄
道
運
輸
ヲ
以
テ
最
ト
ナ
ス
へ
シ
」
と
述
べ

て
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
鉄
道
建
設
が
急
務
の
課
題
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
保
護
政
策
と
鉄
道
建
設
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
倭
護
太
郎
の
筆
名
で
寄
稿
さ
れ
た
論
説
が
興
味
深
い
論
点
を
提
示
し
て
い

る
。
こ
の
論
説
ば
、
保
護
政
策
を
と
る
後
進
国
に
お
い
て
は
、
先
進
国
か
ら
の
輸
入
に
対
抗
し
て
自
国
の
エ
業
化
を
計
っ
て
い
く
上
で
、



輸
送
費
の
低
減
化
(
従
っ
て
鉄
道
輸
送
の
整
備
)

が
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
論
説
に
従
つ

て
、
後
進
国
に
お
け
る
保
護
関
税
と
輸
送
費
と
の
関
係
を
整
理
す
る
と
八
第
7
表
〉
の
よ
う
に
な
る
。
甲
国
は
「
保
護
主
義
ヲ
取
リ
而
シ

テ
鉄
路
ヲ
開
キ
河
道
ヲ
通
シ
務
テ
運
輸
ノ
便
利
ヲ
計
リ
シ
」
後
進
国
で
あ
る
が
、
こ
の
国
に
お
け
る
製
造
品
一
冗
価
は
一

C
O円
で
輪
選
費

は
五

O
円
、
従
っ
て
販
売
価
格
は
一
五

C
円
と
な
る
。
同
製
品
の
先
進
工
業
国
か
ら
の
輸
入
価
格
を
八

O
円
と
す
れ
ば
、
三

O
円
の
海
関

税
を
-
課
す
る
こ
と
で
甲
国
は
「
其
輸
入
ヲ
抑
制
シ
テ
邦
内
製
造
ヲ
興
起
ス
ル
」
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
乙
国
も
甲
固
と
同
じ
く

保
護
政
策
を
と
る
後
進
国
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
乙
国
は
「
鉄
路
設
ケ
ス
河
道
通
セ
ズ
運
輸
ノ
便
全
ク
開
ケ
ザ
ル
ガ
為
メ
運
賃
極
テ

高
一
切
口
と
い
う
点
で
甲
固
と
異
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
乙
国
で
は
、
「
未
製
原
口
問
ヲ
製
造
一
地
方
ニ
運
搬
ス
ル
ニ
モ
多
少
ノ
失
費

7M〉

」

た
め
、
先
の
甲
閣
の
場
合
と
同
じ
製
造
品
の
一
万
価
も
一
二

O
円
と
な
る
。
そ
し
て
、
輸
送
費
も
甲
国
よ
り
は
高
く
七

O
円
と
み
る
と
、
販

売
価
格
は
一
九

C
円
と
な
る
。

一
方
、
先
進
工
業
国
か
ら
の
同
製
品
の
輸
入
価
格
は
八

O
円
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
に
輸
送
費
七

O
円
を
加

え
る
と
一
五

O
円
で
あ
る
。
従
っ
て
、

甲
国
の
場
合
と
同
じ
く
こ
の
一
五

O
円
に
三

O
円
の
海
関
税
を
課
す
る
と
、
先
進
工
業
国
か
ら
の

「
内
国
製
品
ヨ
リ
廉
ナ
ル
コ
ト
十
円
ナ
レ
バ
乙
国
ニ
於
テ
ハ
一
ニ
十
円
ノ
保
護
税
モ
未
タ
其
功
ヲ
奏

輸
入
品
の
販
売
価
格
は
一
八

O
円
で
、

、
、
ハ
目
白
〉

セ
サ
ル
ナ
リ
」
(
傍
点
引
用
者
)
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
以
上
の
ご
と
き
検
討
を
経
た
後
で
、
こ
の
論
説
は
保
護
政
策

と
運
輸
の
便
〈
鉄
道
建
設
)
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。

「
夫
レ
比
甲
乙
二
国
ハ
皆
保
護
攻
策
ヲ
行
ブ
ノ
邦
国
ナ
リ
而
ル
ニ
一
ハ
其
目
的
ヲ
達
シ
一
ハ
之
ヲ
違
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
者
ハ
何
ソ
ヤ
他

無
シ
運
輸
ノ
便
開
ク
ル
ト
否
ト
ニ
白
ル
市
巴
是
ノ
故
ニ
工
芸
未
ダ
熱
セ
ズ
資
本
未
ダ
実
セ
ス
シ
テ
製
造
事
業
ノ
未
ダ
隆
盛
ナ
ラ
ザ
ル
劣

等
文
明
国
ニ
在
テ
ハ
果
シ
テ
改
進
ヲ
以
テ
主
義
ト
為
サ
パ
鉄
路
開
カ
ザ
ル
可
ラ
ズ
河
道
連
セ
ザ
ル
可
一
九
巧
」
(
傍
点
引
用
者
)

か
く
し
て
、
と
も
に
保
護
政
策
を
採
用
す
る
後
進
国
の
甲
、
乙
両
国
に
お
い
て
、
甲
国
が
内
国
製
造
品
の
販
売
価
格
に
お
い
て
先
進
工

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

五
五
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後進国における保護関税と輸送費との関係

先進工業国からの輸入品 !CA)ー

や輸送費 1海関税!智男 I (B) 

160円

180円|

倭護太郎「保護政策ハ即チ改進主義J(~新報』第22号， 1881年4月5日〉より作成。

-10円

<第7表>

甲国

10円乙国

業
国
か
ら
の
輸
入
品
よ
り
も
低
廉
な
価
格
を
実
現
し
、
乙
国
が
そ
れ
を
実
現
し
得
な
い
の
は
、

一
重
に

両
国
に
お
け
る
輸
送
費
の
高
低
〈
運
輸
の
使
否
)
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
れ
に
し
て
も
、
既
に
み
た
よ
う
に
こ
う
し
た
運
輸
の
使
を
計
る
た
め
に
も
政
府
に
よ
る
私
設
鉄
道

会
社
へ
の
保
護
・
助
成
に
よ
っ
て
全
国
的
な
鉄
道
網
を
形
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
『
新

『
新
報
』
は
こ
の
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
の
保
護
・
助

報
』
の
考
え
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

成
は
、
自
由
主
義
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
も
一
般
的
に
採
ら
れ
て
い
た

方
法
で
あ
っ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
の
で
あ
る
。

「
凡
ソ
人
民
ノ
自
由
ヲ
重
ン
シ
自
治
ヲ
導
ク
ハ
先
ツ
英
米
二
国
ヲ
推
ス
可
シ
然
レ
ド
モ
英
国
ノ
如

キ
ハ
政
府
自
ラ
架
設
ス
ル
所
ノ
鉄
道
固
リ
多
ク
米
国
ノ
和
キ
モ
特
別
ノ
保
護
ヲ
与
へ
テ
此
事
業
ヲ
助

ハ
目
出
〉

ク
ル
コ
ト
齢
、
ン
ト
セ
ス
而
シ
テ
ニ
圏
人
民
ノ
自
由
ニ
於
テ
固
リ
妨
ク
ル
所
有
ニ
非
ス
し

」
う
し
た
指
摘
に
続
い
て
、

『
新
報
』

は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
私
設
鉄
道
保
護
政
策
に
つ
い
て
具
体

ア
メ
リ
カ
で
は
太
平
洋
鉄
道
会
社
を
は
じ
め
と
す
る
私

的
に
紹
介
し
て
い
る
。

『
新
報
』

に
よ
れ
ば
、

設
鉄
道
会
社
に
対
し
て
政
府
お
よ
び
誇
州
が
提
供
し
た
土
地
は
、
総
計
二
億
八

O
O万
エ

i
ル
以
上
、

金
額
に
し
て
五
、
二
六
七
万
五
、

一
五

0
ポ
ン
ド
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ア
メ
リ
カ

に
お
け
る
私
設
鉄
道
保
護
政
策
を
具
体
的
に
紹
介
し
な
が
ら
、

『
新
報
』
は
政
治
的
自
由
主
義
と
経
済

〈備考〕

的
保
護
主
義
と
は
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
把
握
し
、
自
ら
の
主
張
す
る
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る

政
府
保
護
の
必
要
と
い
う
論
理
を
正
当
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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(
『
新
報
』
第
二
一
号
、
一
八
八
一
年
三
月
二
五
日
Y

(
3
)
t
(
9
)

「
鉄
道
論
(
第
一
章
)
」
島
新
報
』
第
一
一
号
、
一
八
八

O
年
一
二
月
五
日
)
。

ハ
叩
〉
山
口
和
雄
『
明
治
前
期
経
済
の
分
析
』
増
補
版
、
二
ハ
一

J
一
七
二
頁
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
三
年
二
一
月
@
な
お
、
同
じ
く
山
口

氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
お
け
る
新
潟
港
の
会
移
出
額
に
占
め
る
米
穀
の
割
合
は
、
七
O
J
八
O
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
(
向
書
、
二
ハ
一

頁
〉
@

(日

)t(臼
〉
前
掲
「
鉄
道
請
〈
第
一
章
)
」

Q

(

M

)

前
掲
「
鉄
道
論
(
第
三
章
)
」
。

(
日
)
た
と
え
ば
、
山
口
和
雄
『
前
掲
書
』
、
お
よ
び
旗
手
勲
「
日
本
資
本
主
義
と
北
海
道
開
拓
」
(
旧
版
岩
波
講
座
『
日
木
歴
史
』
一
六
・
近
代
三
、

岩
波
書
底
、
一
九
六
二
年
九
月
)
な
ど
を
参
照
の
こ
と
。

〈日山

)
lハ
沼
〉
鴎
渡
居
士
「
東
山
鉄
道
論
(
第
一
回
)
」
〈
『
新
報
』
第
二
玄
号
、
一
八
八
一
年
五
月
五
日
Y
な
お
、
こ
の
論
説
は
「
上
来
ハ
専
ラ
ニ
東

山
諸
国
ノ
農
業
エ
作
ニ
就
テ
其
情
況
ノ
大
体
ヲ
示
ス
ノ
ミ
寵
シ
テ
其
商
業
通
信
等
ノ
事
ノ
如
キ
ハ
本
論
ノ
第
二
回
ニ
於
デ
之
ヲ
論
シ
漸
ク
結
論
ノ
途

ニ
就
ン
ト
ス
」
と
結
ん
で
い
る
が
、
つ
い
に
第
二
回
は
掲
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
『
新
報
』
は
廃
刊
さ
れ
た
の
で
あ
る
@

(
刊
以
)
前
掲
「
鉄
道
論
(
第
一
章
)
」

ω

(
却
)
「
日
本
鉄
道
会
社
ノ
盛
挙
ヲ
聞
ク
」
(
『
新
報
』
第
二
二
号
、
一
八
八
一
年
四
月
五
日
)
@

(
幻

)
l
(
M
)
前
掲
「
鉄
道
論
(
第
一
章
〉
」
@

〈お

)tハ
必
〉
前
掲
「
鉄
道
論
(
第
三
章
〉
」

Q

(
州
知
)
前
掲
「
日
本
鉄
道
会
社
ノ
盛
挙
ヲ
間
ク
」
。

(
必
〉
大
石
嘉
一
郎
『
日
本
地
方
財
行
政
史
序
説
』
、
二
一

O
J
二
三
二
一
貝
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
一
年
二
月
。

(
必
〉
そ
の
た
め
明
新
報
』
は
、
こ
う
し
た
「
小
富
人
民
」

U
中
農
層
の
所
有
す
る
小
額
の
資
金
を
調
達
す
る
一
た
め
の
具
体
的
な
手
続
き
に
つ
い
て

も
、
「
株
金
募
集
ノ
時
一
一
当
リ
テ
ハ
先
ツ
綿
密
丁
寧
ニ
其
主
意
書
ヲ
作
リ
偏
ク
之
ヲ
各
県
ノ
郡
区
長
ノ
類
ニ
托
ス
ル
カ
若
ク
ハ
其
ノ
他
ノ
手
続
ヲ
以

テ
僻
村
陳
郷
ノ
細
民
ニ
告
諭
シ
以
テ
広
ク
小
額
ノ
金
ヲ
集
ム
ヘ
シ
」
(
前
掲
「
鉄
道
論
(
第
三
章
〉
」
と
指
示
す
る
の
で
あ
っ
た
@

(
必
)
、
ハ
円
引
〉
柴
四
郎
「
鉄
道
論
」
(
『
新
報
』
第
五

O
号
、
一
八
八
二
年
一
月
二
五
日
〉
。
な
お
、
こ
の
柴
四
郎
は
、
一
八
七
九

t
八
五
年
に
か
け
て

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

五
七



立
教
経
済
学
研
究
第
三
九
巻
三
号
(
一
九
八
六
年
)

五
八

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
そ
こ
で
ケ
ア
リ

(ORa-
同
・
。
・
)
の
系
統
を
ひ
く
保
護
貿
易
主
義
の
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
る
(
上
野
格
「
東
海

散
土
(
柴
四
郎
)
の
蔵
書
1
1
1
明
治
初
期
経
済
学
導
入
史
の
一
駒

l
l」
、
成
城
大
学
『
経
済
研
究
』
第
五
五
・
五
六
合
併
号
、
一
九
七
六
年
二
一

月
Y

(
柏
崎

)
l〈
出

〉

倭
護
太
郎
「
保
護
政
策
ハ
即
チ
改
進
主
義
」
(
『
新
報
』
第
二
二
号
、

一
八
八
一
年
四
月
五
日
V

『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
の
鉄
道
論
争

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
一
八
八

O

八
一
年
と
い
う
わ
が
国
に
お
け
る
鉄
道
政
策
の
一
大
修
正
期
に
展
開
さ
れ
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
に

つ
い
て
一
応
の
紹
介
を
試
み
て
き
た
。
そ
こ
で
、
次
に
そ
の
論
敵
で
あ
っ
た
『
雑
誌
』
と
の
聞
で
た
た
か
わ
さ
れ
た
鉄
道
論
争
に
若
干
立

入
っ
た
検
討
を
加
え
、

『
新
報
』
の
い
わ
ゆ
る
保
護
主
義
的
な
鉄
道
論
め
性
格
に
つ
い
て
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

『
雑
誌
』
が
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
は
じ
め
て
論
評
を
加
え
る
の
は
、

(
同
年
四
月
二
五
日
)
に
二
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
鉄
道
論
」
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
発
表
の
年
月
日
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ

間
雑
誌
』
第
五
八
号
三
八
八
一
年
四
月
五
日
)

お
よ
び
第
六

O
号

の
「
鉄
道
論
」
は
明
ら
か
に
司
新
報
』
の
「
鉄
道
論
(
第
一
章

t
第
三
孝
〉
」

の
批
判
を
意
図
し
て
い
た
も
の
と
お
も
わ
れ
る
。

『
雑
誌
』

の
「
鉄
道
論
」
は
田
口
卯
吉
の
執
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的
は
、
け
自
由
貿
易
主
義
の
立
場
か
ら
「
国
家
よ
り
手
厚
く
保
護

さ
れ
た
特
権
ム
震
」
と
し
て
の
日
本
鉄
道
会
社
を
厳
し
く
批
判
す
る
こ
と
、
同
「
鉄
道
ノ
業
尚
ホ
我
国
一
貧
官
ノ
度
ニ
比
シ
テ
過
大
ナ
ラ

ロ
と
鉄
道
建
設
尚
早
論
を
展
開
す
る
こ
と
、
の
二
点
に
あ
っ
た
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
以
下
、

『
雑
誌
』
に
お
け
る
鉄
道
論
め
主
張
を

簡
単
に
み
て
お
こ
う
。

『
雑
誌
』
は
、
ま
ず
「
試
ニ
知
ル
日
本
現
時
ノ
道
路
ハ
現
時
ノ
富
ニ
適
セ
ズ
シ
テ
為
メ
ニ
物
産
ノ
蕃
殖
ヲ
害
シ
、
国
家
ノ
進
歩
ヲ
妨
ク



(
3
)
 

ル
コ
ト
少
々
ナ
ラ
ザ
ル
」
と
述
べ
て
、
交
通
・
運
輸
の
未
整
備
が
当
時
の
わ
が
国
に
お
け
る
経
済
発
展
の
阻
害
要
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
認
識
し
て
い
た
。
こ
の
点
で
は
『
新
報
』
の
認
識
と
か
わ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
た
だ
異
な
る
の
は
、

『
新
報
』
の
よ
う
に
積
極

的
な
鉄
道
建
設
論
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、

ハ
4

〉

ル
ナ
キ
ヲ
得
ン
ヤ
」
と
、
鉄
道
の
導
入
に
対
し
て
極
め
て
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
交
通
・
運
輸
の
改
良

(
5
)
 

に
も
「
富
国
ニ
ハ
富
田
ニ
適
ス
ル
ノ
器
具
ア
リ
貧
困
ニ
ハ
貧
国
ニ
適
ス
ル
ノ
器
具
」
が
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
し
た
立

「
今
俄
ニ
之
ニ
易
フ
ル
ニ
鉄
道
ヲ
以
テ
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ニ
至
リ
テ
ハ
少
シ
ク
急
進
ニ
失
ス

場
か
、
り
す
れ
ば
い
か
な
る
交
通
・
運
輸
の
改
良
が
計
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
雑
誌
』

は
、
こ
の
占
川
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
。

「
其
レ
鉄
道
ハ
天
ヨ
リ
降
ル
ニ
ア
ラ
ス
地
ヨ
リ
湧
タ
ニ
ア
ラ
ズ
皆
ナ
人
ノ
資
本
ヨ
リ
生
ズ
資
本
ヨ
リ
生
ゼ
パ
則
チ
之
ヲ
利
用
ス
ル
ヲ

務
ム
ベ
シ
其
利
益
ノ
少
キ
ハ
則
チ
我
ガ
小
量
ナ
ル
日
本
ノ
資
本
ヲ
不
利
益
ノ
事
業
ニ
投
ズ
ル
ナ
リ
思
フ
ニ
一
方
ノ
人
民
ニ
執
リ
テ
ハ
仮

令
会
社
ニ
利
益
ナ
キ
モ
馬
車
道
ヨ
リ
ハ
鉄
路
ヲ
架
設
セ
ン
コ
ト
ヲ
望
ム
ベ
シ
然
ド
モ
熟
ラ
我
国
ノ
現
状
ヲ
察
ス
ル
ニ
百
里
ノ
鉄
路
ヲ
布

ク
ハ
千
里
ノ
馬
車
道
ヲ
聞
ク
ニ
如
カ
ズ
二
千
万
円
ヲ
一
路
ニ
費
ヤ
ス
ハ
之
ヲ
数
路
ニ
費
ヤ
ス
ニ
如
カ
ズ
何
ト
ナ
レ
ハ
則
チ
日
本
ハ
貧
困

ニ
シ
テ
未
ダ
巨
大
ナ
ル
事
業
ニ
適
ス
ル
ノ
国
間
ニ
ア
ヲ
ザ
レ
パ
ナ
リ
今
マ
ヤ
馬
車
木
道
ヲ
以
テ
鉄
路
ニ
臼
勿
へ
パ
物
産
ノ
蕃
殖
必
ズ
多
カ

ル
ベ
ク
智
識
ノ
開
発
必
ズ
治
子
カ
ル
ベ
ク
鎮
撫
ノ
勢
力
必
ズ
密
ナ
ル
ベ
ク
市
シ
テ
会
社
亦
タ
必
ズ
利
益
ア
ル
ベ
シ
然
リ
市
シ
テ
漸
次
之

ハ
6
)

ヲ
改
メ
テ
鉄
道
ト
ナ
ス
亦
タ
可
ナ
ラ
ズ
ヤ
是
レ
実
ニ
貧
国
ヲ
誘
キ
テ
富
国
ト
ナ
ス
ノ
順
路
ナ
リ
」
(
傍
点
引
用
者
)

「
此
ノ
如
ク
シ
テ
其
利
益
ノ
増
加
シ
物
産
ノ
蕃
殖
シ
行
旅
ノ
倍
誕
ス
ル
ニ

至
リ
テ
則
チ
始
メ
木
道
タ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
漸
次
改
メ
テ
鉄
道
ト
ナ
シ
其
馬
車
タ
リ
シ
モ
ノ
ヲ
漸
次
改
メ
テ
蒸
汽
車
ト
ス
ル
ピ
、
こ
れ
が
「
貧

最
初
は
小
額
の
資
金
で
建
設
可
能
な
木
道
馬
車
を
建
設
し
、

国
」
た
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
限
り
あ
る
資
本
を
有
効
に
利
用
し
得
る
交
通
・
運
輸
の
改
良
方
法
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
か
ら
『
雑

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

五
九



立
教
経
済
学
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究
第
三
九
巻
三
号
(
一
九
八
六
年
)

六
O

誌
』
は
、
な
お
わ
が
国
に
お
い
て
は
一
挙
に
莫
大
な
資
本
を
費
や
し
て
鉄
道
建
設
を
強
行
す
る
こ
と
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
結
論
す
る
の

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、

一
方
で
円
雑
誌
』
は
次
の
よ
う
に
東
京
前
構
間
鉄
道
の
建
設
、
お
よ
び
足
利
、
栴
生
を
中
心
と
す
る
両
毛
機
業
地
帯
へ
の
鉄

道
の
導
入
に
つ
い
て
は
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と

ι注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
故
に
余
輩
私
に
思
ふ
日
本
鉄
道
会
社
の
線
路
を
前
橋
に
遇
す
る
や
其
近
傍
の
物
産
大
に
蕃
殖
し
更
に
線
路
を
延
長
す
る
を
利
あ
り

と
す
る
こ
と
王
子
の
我
東
京
に
於
け
る
か
如
き
も
の
必
ず
宇
都
宮
相
生
足
利
の
辺
に
あ
ら
ん
此
時
に
至
り
て
之
に
線
路
を
通
ぜ
ば
鉄
道

会
誌
常
に
利
あ
り
て
而
し
て
社
会
の
之
に
信
し
之
に
資
本
を
入
る
や
疑
ふ
べ
か
ら
ざ
る
払
一
日
」

『
雑
誌
』
は
、
鉄
道
建
設
に
あ
た
っ
て
考
慮
す
べ
き
要
件
と
し
て
「
地
方
の
輸
出
入
の
合
計
若
干
円
に
し
て
運
輸
の
便
欠
く
る
あ
る
か

為
に
年
々
損
失
す
る
金
額
若
干
円
な
る
や
」
、
「
旅
行
の
人
数
若
干
に
し
て
其
時
日
と
旅
費
の
増
加
す
る
か
為
に
年
々
損
失
す
る
金
額
若
干

円
な
し
刊
」
、
「
為
替
金
の
到
達
遅
延
す
る
か
為
に
割
引
若
く
は
手
数
料
と
し
て
損
失
す
る
金
額
若
干
円
な

ι刊
」
の
三
点
を
あ
げ
て
い

る
。
鉄
道
と
い
え
ど
も
ひ
と
つ
の
事
業
で
あ
る
以
上
、
そ
の
損
議
計
算
を
綿
密
に
し
た
上
で
建
設
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が

『
雑
誌
』
の
立
場
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
要
件
を
満
た
す
地
域
と
し
て
製
糸
・
織
物
業
な
ど
の
農
村
工
業
が
勃
興
し
て
い
た
両

(

臼

〉

毛
機
業
地
帯
に
注
目
し
、
そ
こ
へ
の
鉄
道
の
導
入
を
積
極
的
に
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
鉄
道
建
設
に
対
す
る
認
識
は
、
さ
ら
に

敷
倍
さ
れ
て
次
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

「
現
時
世
の
鉄
道
の
利
を
喋
々
す
る
も
の
は
頻
り
に
急
行
を
主
張
し
多
く
は
前
者
(
一
時
に
巨
万
の
資
本
を
投
じ
て
遠
方
の
大
都
会
を
連

接
す
る
こ
と
:
:
引
用
者
)

を
利
あ
り
と
す
る
も
の
〉
加
し
然
れ
ど
も
是
れ
日
本
に
於
て
鉄
道
を
起
設
す
る
も
の
》
為
に
望
む
所
に
あ
ら

ざ
る
な
り
夫
れ
日
本
の
景
況
た
る
小
都
会
内
地
に
星
羅
し
て
而
し
て
其
極
地
に
至
る
も
決
し
て
大
都
会
と
称
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り



故
に
此
の
如
き
国
柄
に
於
て
は
徐
々
と
拡
張
す
る
を
利
と
及

こ
う
し
て
『
雑
誌
』
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
建
設
に
あ
た
っ
て
何
よ
り
も
そ
の
市
場
基
盤
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
地
方

産
業
の
展
開
に
照
応
し
た
地
方
鉄
道
網
が
ま
ず
整
備
さ
れ
、
そ
の
後
こ
れ
が
徐
々
に
全
国
的
な
規
模
に
ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
く
、
こ
れ
が

『
雑
誌
』
の
主
張
す
る
鉄
道
建
設
の
あ
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
『
雑
誌
』
は
、
政
府
に
よ
る
保
護
・
助
成
の
も

と
で
日
本
鉄
道
会
社
が
「
青
森
ま
で
の
線
路
を
起
す
の
利
益
な
き
こ
と
を
弁
壮
一
四
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
『
新
報
』
は
、
田
口
に
よ
る
前
掲
「
鉄
道
論
」
が
発
表
さ
れ
る
と
、
直
ち
に
「
鉄
道
論
を
駁
す
」

四
月
一
五
日
)
な
る
社
説
を
掲
載
し
て
『
雑
誌
』
の
鉄
道
論
に
対
し
て
反
駁
を
加
え
る
の
で
あ
九
時
。
『
新
報
』
の
『
雑
誌
』
批
判
の
最

大
の
論
点
は
、
む
し
ろ
「
貧
困
を
し
て
富
国
に
進
ま
し
め
ん
が
為
」
に
こ
そ
鉄
道
建
設
が
急
が
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
あ
っ

『
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
建
設
は
「
其
費
す
所
、
莫
大
と
離
も
其
生
す
る
所
の
利
益
大
な
れ
ば
に
円
」
と
考
え
ら
れ

(
第
二
三
号
、
一
八
八
一
年

た
。
な
ぜ
な
ら
、

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
そ
う
し
た
鉄
道
建
設
の
利
益
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
新
報
』
は
、
そ
れ
を
「
直
接
の
利
」

と
「
間
接
の
利
」
と
に
分
け
て
次
の
よ
う
に
『
雑
誌
』
批
判
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

「
(
『
雑
誌
』
:
:
:
引
用
者
)
記
者
の
所
謂
三
箇
の
要
件
即
ち
第
一
地
方
の
輸
出
入
の
合
計
若
干
、
第
二
旅
行
の
人
数
若
干
、
第
三
為
替

金
幾
干
、
の
如
き
は
直
接
の
利
害
損
益
を
比
較
す
る
の
件
に
過
ぎ
ず
故
に
其
得
失
を
察
せ
ん
と
欲
せ
ば
其
他
間
接
の
利
を
計
算
せ
さ
る

号
、
引
小
我
国
当
今
鉄
道
を
設
く
る
の
利
は
直
接
の
利
は
姑
く
置
き
間
接
の
利
を
挙
る
を
以
て
急
務
と
せ
さ
る
可
九
刊
」
〈
傍
古
川
引
用
者
〉

」
の
よ
う
に
、

『
新
報
』
が
鉄
道
建
設
を
急
務
と
す
る
の
は
、

『
雑
誌
』
が
そ
の
「
直
接
の
利
」
の
み
を
み
て
い
る
の
に
対
し
て
、
む

し
ろ
「
間
接
の
利
」
を
重
視
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
鉄
道
建
設
の
「
間
接
の
利
」
と
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

ム
ノ、
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ノ、

「
間
接
の
利
と
は
何
そ
や
鉄
道
を
設
け
交
通
を
利
し
た
る
が
為
に
人
民
の
交
際
結
合
を
便
に
す
る
こ
と
、
交
際
結
合
を
便
に
し
た
る

か
為
に
知
識
を
発
育
し
工
芸
技
術
を
進
歩
し
其
他
殖
産
興
業
に
於
て
大
に
益
す
る
所
あ
る
を
謂
ふ
な
り
此
の
如
き
は
経
済
上
の
利
益
な

り
政
事
上
の
利
に
於
て
は
殆
と
勝
て
計
ふ
可
ら
ざ
る
も
の
あ
り
」

『
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
鉄
道
建
-
設
の
「
間
接
の
利
」
は
、
さ
ら
に
「
経
済
上
の
利
」
と
「
政
事
上
の
利
」
と
に
分
け
ら
れ
る
が
、

一寸

政

事
上
の
利
」
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。

『
新
報
』
が
、
こ
こ
で
「
経
済
上
の
利
」
と
し
て
意
識
し
て
い
る
の
は
、

鉄
道
建
設
が
諸
産
業
の
発
展
の
基
盤
と
し
て
、
換
言
す
れ
ば
殖
産
興
業
の
た
め
の
一
般
的
基
礎
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、

『
雑
誌
』
の
鉄
道
建
設
に
対
す
る
理
解
は
、
個
別
鉄
道
経
営
(
従
っ
て
「
直
接
の
利
」
)
の
み
を
問
題
に
し
て
い

て
、
こ
う
し
た
鉄
道
建
設
の
「
間
接
の
利
」
を
み
て
い
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
『
新
報
』
の
『
雑
誌
』
批
判
は
続
く
。
既
に
み
た
よ
う
に
『
雑
誌
』
は
、

一
挙
に
鉄
道
建
設
を
強
行
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ず

木
道
を
敷
設
し
、
さ
ら
に
馬
車
鉄
道
を
敷
設
し
、
し
か
る
後
に
市
場
関
係
の
成
熟
を
ま
っ
て
鉄
道
建
-
設
に
至
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
わ
が

国
に
お
け
る
交
通
・
運
輸
の
改
良
の
道
筋
を
提
示
し
て
い
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
も
『
新
報
』
は
以
下
の
ご
と
く
批
判
を
加
え
る
の
で
あ

『
新
報
』
は
木
道
に
つ
い
て
は
「
米
国
に
於
て
用
い
た
る
に
其
屡
/
¥
腐
朽
壊
断
し
て
修
繕
の
為
に
労
せ
ん
よ
り
寧
ろ

始
め
よ
り
堅
牢
の
工
を
成
す
に
如
九
時
」
と
述
べ
、
馬
車
鉄
道
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
は
汽
車
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、

「
重
複
の
費
用
姑
息
の
工
事
あ
ら
ん
よ
り
寧
ろ
百
年
の
大
計
を
定
む
る
に
如
か
し
碍
」
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
『
新
報
』

る
。
す
な
わ
ち
、

は
、
木
道
や
馬
車
鉄
道
を
敷
設
し
て
も
、
い
ず
れ
鉄
道
を
建
設
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
二
重
投
資
に
な
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
む
し

ろ
最
初
か
ら
鉄
道
建
設
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
『
新
報
』
の
『
雑
誌
』
批
判
は
、
わ
が
国
の
ご
と
き
後
進
国
の
工
業
化
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
先
行
投
資
と
し
て
の
意
義



(
「
間
接
の
利
」
)

を
強
調
し
て
い
る
と
い
う
点
で
極
め
て
興
味
深
い
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
鉄
道
建
設
に
対
す
る
認
識
は
、

お
そ
ら
く
次
の
よ
う
な
一
国
の
工
業
化
に
お
け
る
鉄
道
建
設
の
役
割
に
つ
い
て
の
理
解
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ
る
。

「
鉄
道
ノ
利
益
ヲ
陳
ブ
レ
バ
一
ニ
シ
テ
足
一
フ
ズ
ト
雄
ド
モ
其
別
段
ニ
利
益
ア
ル
所
ノ
モ
ノ
ハ
物
品
ヲ
運
送
シ
テ
生
産
ノ
分
配
ヲ
ナ
ス

ニ
ア
リ
査
シ
生
産
ノ
分
配
ニ
於
ケ
ル
猶
ホ
車
ノ
両
輪
ニ
於
ケ
ル
烏
ノ
両
翼
ニ
於
ケ
ル
ガ
如
ク
離
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ニ
テ
縦
令
ヒ
生
産

ナ
ケ
レ
バ
分
配
ハ
更
ニ
其
用
ナ
キ
モ
若
シ
生
産
ア
ツ
テ
分
配
ナ
キ
ト
キ
ハ
生
産
ハ
徒
一
一
一
一
地
方
ニ
陳
々
相
因
リ
テ
更
ニ
用
無
ク
然
ル
ニ

地
方
ニ
於
テ
ハ
之
ニ
反
シ
テ
其
生
産
ノ
乏
シ
キ
ニ
苦
ミ
相
方
共
ニ
生
産
ノ
カ
ヲ
十
分
発
育
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
ベ
シ
是
ハ
極
度
ノ
場
合
ヲ
挙

ゲ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
ド
モ
文
明
ノ
進
歩
尚
卑
ク
運
送
ノ
方
便
未
ダ
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
国
ニ
於
テ
ハ
生
産
ノ
分
配
常
ニ
充
分
ナ
ル
能
ハ
ズ
夫
故

或
ル
物
産
ハ
其
ノ
場
所
ニ
於
テ
ハ
非
常
ニ
過
多
ニ
シ
テ
非
常
ニ
下
直
ナ
ル
モ
他
の
場
所
ニ
於
テ
ハ
非
常
ニ
欠
之
ニ
シ
テ
非
常
三
品
直
ナ

ル
コ
ト
ヲ
免
レ
ズ
今
甲
ヲ
シ
テ
下
直
ニ
苦
シ
マ
シ
ム
ル
コ
ト
無
ク
又
乙
ヲ
シ
テ
高
直
ニ
苦
シ
マ
シ
ム
ル
コ
ト
無
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
欲
セ
パ

運
送
ノ
方
便
充
分
ナ
ラ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
然
リ
而
シ
テ
運
送
ノ
方
便
ノ
充
分
ナ
ル
モ
ノ
ハ
何
ナ
リ
ヤ
ト
問
ハ
バ
蓋
シ
海
ハ
則
チ
汽
船
陸
ハ

〈
お
〉

則
チ
鉄
道
ニ
若
ク
モ
ノ
ナ
カ
ル
ベ
シ
」

こ
こ
で
『
新
報
』
は
、
生
産
と
分
配
が
相
侯
っ
て
生
産
力
の
発
展
が
期
待
し
得
る
と
し
、
さ
ら
に
分
配
を
充
実
す
る
に
は
輸
送
手
段
の

近
代
化
(
海
上
輸
送
に
お
け
る
汽
船
の
就
航
、
陸
上
輸
送
に
お
け
る
鉄
道
網
の
整
備
〉
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
輸
送
手
段
の
近
代

化
に
よ
る
分
配
の
充
実
は
、
物
産
の
偏
在
を
均
等
化
し
、
さ
ら
に
は
全
国
的
な
統
一
価
格
を
実
現
せ
し
め
、
わ
が
国
に
お
け
る
全
国
市
場

の
形
成
に
大
き
く
寄
与
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
既
述
の
ご
と
く
、

『
新
報
』
は
東
京
新
潟
間
鉄
道
、
東
京
青
森
間
鉄
道
、
そ
し
て
「
東

山
鉄
道
」
と
い
う
本
州
を
縦
横
に
走
る
幹
線
鉄
道
網
の
形
成
を
構
想
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
底
に
は
以
上
の
ご
と
き
鉄
道
建
設
に
対

す
る
積
極
的
な
意
義
づ
け
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

ー』

/' 
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と
こ
ろ
で
、
以
上
の
ご
と
き
積
極
的
な
鉄
道
建
設
論
を
主
張
す
る
『
新
報
』
は
、
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
保
護
の
必
要
性
を
認

め

『
雑
誌
』
が
批
判
の
的
と
し
た
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
に
対
し
て
も
「
今
マ
日
本
鉄
道
会
社
ノ
計
画
ス
ル
所
多
ク
ハ
吾
輩
カ
宿
望
ニ

契
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
:
:
;
略
・
:
吾
輩
輩
ニ
雷
比
、
挙
ノ
美
ヲ
賛
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ン
亦
吾
輩
持
論
ノ
孤
ナ
ラ
ス
シ
テ
終
ニ
宿
望
ヲ
達
シ
タ
ル
ヲ

喜
フ
ナ
リ
」
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
と
の
鉄
道
論
争
は
、
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
の
保

護
・
助
成
を
是
と
す
る
か
否
と
す
る
か
と
い
う
い
わ
ば
自
由
保
護
貿
易
論
争
の
一
環
と
し
て
顕
在
化
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

(

1

)

中
西
健
一
『
前
掲
書
』
、
一
八
頁
@

〈
2
)
l
(
5
)

「
鉄
道
論
(
第
一
)
」
(
『
雑
誌
』
第
五
八
号
、
一
八
八
一
年
四
月
五
日

Y

(
6
〉
「
鉄
道
論
(
第
二
)
」
〈
『
雑
誌
』
第
六

O
号
、
一
八
八
一
年
四
月
二
五
日
Y

(

7

)

前
掲
「
鉄
道
論
(
第
一
)
」
@

(
8
)
t
(
日
)
「
日
本
鉄
道
会
社
の
急
務
(
第
一
)
」
(
『
雑
誌
』
第
一
七
六
号
、
一
八
八
三
年
八
月
一
八
日
)
@

(
ロ
)
両
毛
機
業
地
帯
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
そ
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
拙
稿
「
両
毛
機
業
地
に
お
け
る
織
物
業
の
展
開
と
鉄
道
輸
送
」

(
関
東
学
園
大
学
『
大
学
院
紀
要
』
第
一
号
、
一
九
八
三
年
一
一
月
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
「
日
本
鉄
道
会
社
の
急
務
(
第
二
)
」
(
『
雑
誌
』
第
一
七
七
号
、
一
八
八
三
年
八
月
二
五
日
)
@

(
H
H

〉
こ
う
し
た
『
雑
誌
』
(
田
口
卯
吉
)
の
鉄
道
論
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
内
田
義
彦
前
掲
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
〉
前
掲
「
日
本
鉄
道
会
社
の
急
務
(
第
一
)
」
@

(
時
)
こ
の
時
の
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
と
の
鉄
道
論
争
は
、
『
雑
誌
』
が
「
鉄
道
論
(
第
一
)
」
(
五
八
号
、
一
八
八
一
年
四
月
五
日
)
で
、
『
新
報
』

の
「
鉄
道
論
(
第
一
章
J
第
三
章
〉
」
(
第
一
一
、
一
九
、
二
一
号
、
一
八
八

O
年
一
一
一
年
五
日
、
一
八
八
一
年
三
月
五
日
、
二
五
日
)
に
批
判
を
加

え
る
と
、
『
新
報
』
が
「
鉄
道
論
を
駁
す
」
(
第
二
三
号
、
一
八
八
一
年
四
月
一
五
日
)
な
る
論
説
で
反
批
判
を
し
、
さ
ら
に
司
雑
誌
』
が
「
鉄
道
論

(
第
二
〉
」
(
第
六

O
号
、
一
八
八
一
年
四
月
二
五
日
〉
を
も
っ
て
答
え
る
と
い
う
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
も
両
者
は
折
に
触
れ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
鉄
道
論
を
展
開
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

(刀

)t(却
)
前
掲
「
鉄
道
論
を
駁
す
」
@



(幻
)
J
(
辺
)
同
前
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
掲
柴
四
郎
「
鉄
道
論
」
に
も
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

「
吾
輩
勃
士
頓
及
費
府
ニ
テ
其
業
務
ヲ
執
ル
人
ニ
詳
ニ
質
問
セ
シ
ニ
木
道
ト
鉄
線
ニ
テ
ハ
実
験
上
三
割
/
損
益
ア
リ
ト
又
通
常
鉄
線
ト
鋼
鉄
軌
モ

亦
同
ク
二
割
以
上
ノ
得
失
ア
リ
ト
此
レ
重
荷
ヲ
挽
ク
為
ニ
延
長
且
破
壊
ス
ル
ト
或
ハ
銃
蝕
ノ
速
カ
ナ
ル
ニ
由
テ
所
謂
廉
物
ノ
銭
失
ヒ
ノ
比
喰
ノ
如
キ

カ
或
ル
経
済
学
者
カ
日
本
一
一
一
ア
木
道
ヲ
造
ル
ニ
若
カ
ス
ト
論
セ
ラ
レ
シ
ハ
実
ニ
欧
米
ノ
諺
一
二
銭
ニ
智
ニ
シ
テ
百
銭
ニ
迂
ナ
リ
ト
ノ
語
ヲ
冠
セ
ラ
ル

》
ニ
似
タ
リ
」
〈
傍
点
引
用
者
)

(
お
)
高
木
喬
「
東
京
前
橋
間
鉄
道
ノ
着
手
将
ニ
近
キ
ニ
ア
ラ
ン
ト
ス
」
(
『
新
報
』
第
五
七
号
、

(μ
〉
「
日
本
鉄
道
会
社
ノ
盛
挙
ヲ
間
ク
」
(
『
新
報
』
第
二
二
号
、
一
八
八
一
年
四
月
五
日
)
@

一
八
八
二
年
四
月
五
日
Y

四

松
方
正
義
の
鉄
道
政
策
論
と
『
新
報
』
の
鉄
道
論

以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
の
鉄
道
論
争
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

『
新
報
』
が
鉄
道
建
設
の
わ
が
国
に
お
け
る
工
業

化
に
呆
た
す
役
割
を
高
く
評
価
し
、
政
府
の
保
護
・
助
成
に
よ
る
積
極
的
な
鉄
道
建
設
論
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し

か
し
、
こ
う
し
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
を
当
該
期
の
鉄
道
政
策
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
明
治
政
府
の
採
用
し
た
鉄
道

政
策
と
の
関
連
が
問
題
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
一
八
八
一
年
の
政
変
で
大
蔵
卿
に
就
任
し
、
以
後
の
鉄
道
政

策
に
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
し
た
松
方
正
義
の
鉄
道
政
策
論
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

松
方
正
義
(
当
時
大
蔵
大
輔
)
が
、

一
八
七
六
年
二
月
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
る
第
三
四
万
国
博
覧
会
に
日
本
代
表
と
し
て
出

席
す
る
際
に
大
蔵
権
少
書
記
官
小
菅
撲
一
に
命
じ
て
作
成
せ
し
め
た
『
理
財
稽
蹟
』

(
一
八
七
八
年
一
月
)
は
、
鉄
道
建
設
の
経
済
的
意

義
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
夫
レ
汽
車
鉄
道
ノ
国
家
ニ
鴻
益
ア
ル
固
ヨ
リ
一
端
ニ
非
ス
、
而
シ
テ
今
嘗
ミ
ニ
其
要
領
ヲ
挙
レ
ハ
、
東
西
運
輸
ノ
便
ヲ
興
シ
人
力

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

六
五



立
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巻
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八
六
年
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六
六

ノ
及
ハ
サ
ル
所
ヲ
助
ヶ
、
物
産
豊
韓
ナ
ル
地
方
ハ
扇
余
ノ
品
物
ヲ
移
販
シ
以
テ
貧
清
ナ
ル
地
方
ノ
置
乏
ヲ
補
担
シ
人
工
繁
旺
ナ
ル
地
方

ハ
謄
利
ノ
功
力
ヲ
転
仮
シ
、
以
テ
僻
遠
ナ
ル
地
方
ノ
工
芸
ヲ
開
導
シ
、
或
ハ
貴
重
ノ
品
物
ヲ
送
輸
シ
テ
全
国
ヲ
平
均
シ
、
偏
搬
ノ
郷
モ

家
シ
テ
鹿
富
ノ
区
ト
為
ス
可
シ
、
且
ツ
夫
レ
行
旅
ノ
往
来
ヲ
便
ニ
シ
テ
、
各
地
ノ
交
際
ヲ
陸
ニ
シ
、
人
口
ノ
増
殖
貿
易
ノ
盛
昌
ナ
ラ
ン

(
l
)
 

ヲ
欲
セ
ハ
、
必
ヤ
鉄
道
ヲ
布
築
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
」

(
2〉

「
省
中
ノ
公
文
記
録
ト
各
局
長
ノ
意
見
ト
ニ
徴
拠
シ
以
テ
順
次
排
纂
」
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ほ
明
治

政
府
の
鉄
道
政
策
の
中
で
の
鉄
道
認
識
を
示
し
て
い
る
と
み
て
よ
い
。
鉄
道
建
設
を
地
域
開
発
を
促
進
し
、
内
国
諸
産
業
の
発
展
、
貿
易

と
の
『
理
財
稽
蹟
』
は
、

の
隆
盛
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
重
視
す
る
立
場
は
、
先
に
検
討
を
加
え
た
『
新
報
』
の
そ
れ
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。

松
方
は
、
こ
の
『
理
財
稽
蹟
』
を
携
え
て
パ
リ
の
万
国
博
に
出
席
し
欧
州
各
地
を
巡
回
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
で
彼
は
鉄
道
建

設
の
工
業
化
に
果
た
す
役
割
を
ま
す
ま
す
強
く
認
識
す
る
に
至
る
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
松
方
は
欧
州
巡
回
の
過
程
で
、
「
(
欧
州
:

即
チ
鉄
道
是
レ
ナ
リ
」
、
「
〈
欧
州
各
国
が
:
:
:
引
用

-
:
引
用
者
)
各
地
盛
大
ノ
原
由
ナ
ル
へ
シ
ト
想
像
セ
シ
モ
ノ
一
事
ア
リ
、
他
ニ
非
ス
、

者
)
今
日
ノ
如
ク
貿
易
工
業
農
事
ノ
盛
ナ
ル
皆
鉄
道
開
設
以
後
ん
記
」
な
ど
と
欧
州
各
国
の
工
業
化
と
鉄
道
建
設
と
の
関
係
を
捉
え
、
そ

の
よ
う
な
立
場
か
ら
わ
が
屈
に
お
い
て
も
鉄
道
建
設
が
急
務
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
た
の
で
あ
る
。

「
我
日
本
国
ノ
如
キ
海
運
ノ
便
ナ
ル
ハ
固
有
ノ
事
ト
雄
ト
モ
、
内
地
ニ
農
工
事
業
ヲ
起
シ
盛
大
ナ
ラ
シ
ム
ル
ニ
ハ
大
ニ
陸
路
ノ
便
ヲ

開
キ
鉄
道
ヲ
設
ク
ル
ニ
如
カ
内
μ
」

こ
う
し
た
立
場
か
ら
松
方
は
、
さ
ら
に
「
中
心
ノ
線
路
ハ
独
リ
大
阪
迄
ニ
限
ラ
ス
、
中
国
ハ
勿
論
、
西
ハ
九
州
東
ハ
青
森
迄
断
然
設
ケ

サ
ル
ヲ
得
ス
。
其
他
縦
横
ノ
支
線
ハ
漸
次
開
設
ス
ヘ
キ
ノ
見
込
ナ
リ
。
要
ス
ル
ニ
中
央
ノ
本
線
先
ツ
成
備
ス
ル
ト
キ
ハ
支
線
ハ
自
カ
ラ
人



ハ
6
)

民
ノ
志
願
ニ
テ
速
カ
ニ
着
手
ス
ル
ノ
コ
ト
ニ
至
ル
可
キ
カ
」
と
、
わ
が
国
に
お
け
る
鉄
道
建
設
構
想
を
措
く
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
住

目
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
鉄
道
建
設
構
想
の
実
現
の
た
め
に
「
先
ツ
第
一
ニ
ハ
線
路
の
推
測
ヲ
ナ
シ
、
第
一
一
ハ
鉄
道
ノ
憲
法
ヲ
定
メ
、
第

ハ
7
〉

一
エ
ニ
ハ
政
府
ノ
保
護
法
ヲ
設
ケ
以
テ
予
メ
人
民
ニ
告
示
ス
ル
事
」
が
肝
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
青
森
か

ら
九
州
に
至
る
縦
貫
鉄
道
の
璽
要
性
が
指
摘
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
保
護
の
必
要
と
い

う
考
え
が
表
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

私
鉄
保
護
は
、
松
方
に
お
け
る
鉄
道
政
策
論
の
基
調
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私
鉄
一
般
に
対
す
る
保
護
を
意
味
し
な
い
。
松
方

が
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
保
護
の
必
要
を
最
も
明
確
に
述
べ
て
い
る
の
は
、

「
九
州
鉄
道
特
別
保
護
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」

(
一
八

八
七
年
三
月
一
八
日
)
に
お
い
て
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
が
、
そ
こ
で
松
方
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
将
来
帝
国
ニ
布
設
ス
ヘ
キ
鉄
道
諸
線
ノ
内
上
文
ニ
所
謂
中
央
貫
通
ノ
幹
線
即
チ
山
陽
鉄
道
九
州
鉄
道
ノ
如
キ
ハ
、
巨
多
ノ
公
債
ヲ

募
集
シ
若
干
ノ
利
子
ヲ
払
フ
モ
政
府
自
カ
ラ
布
設
ス
ヘ
キ
ノ
事
業
ナ
ル
ヲ
、
人
民
代
ツ
テ
之
ヲ
経
営
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
政
府
特
別
ノ

保
護
ア
レ
ハ
其
業
起
リ
、
杏
ラ
サ
レ
ハ
其
業
止
マ
ン
ト
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ハ
為
メ
ニ
若
干
ノ
保
護
ヲ
与
へ
以
テ
其
事
業
ヲ
成
サ
シ
メ
、
其

他
両
毛
、
茨
城
、
日
光
、
八
王
子
等
支
線
ニ
属
セ
ル
諸
鉄
道
ハ
人
民
ノ
自
カ
ラ
為
ス
ニ
任
セ
テ
之
ヲ
監
督
シ
、
之
ニ
向
ツ
テ
特
別
ノ
保

護
金
ヲ
与
へ
サ
ル
モ
亦
敢
テ
不
可
ナ
カ
ル
へ
シ
。
何
ト
ナ
レ
ハ
国
家
計
画
上
方
今
急
要
ト
ス
ル
所
ニ
ア
ラ
サ
レ
ハ
ナ
リ
」

こ
の
よ
う
に
、
松
方
は
縦
貫
鉄
道
の
促
成
と
い
う
立
場
か
ら
緊
急
を
要
す
る
山
陽
お
よ
び
九
州
鉄
道
会
社
に
対
し
て
は
政
府
に
よ
る
保

護
・
助
成
を
強
く
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
同
毛
、
茨
城
、
日
光
、
八
主
子
な
ど
の
地
方
的
な
諸
鉄
道
に
対
し
て
は
「
人
民
ノ
自
カ

ラ
為
ス
ニ
任
セ
」
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

一
八
八
六
年
に
至
っ
て
企
業
勃
興
期
を
迎
え
、
私
設
鉄
道
会
社
設
立
請
願
の
叢
生

を
み
た
。
し
か
し
、
な
お
「
政
府
ハ
之
ニ
対
シ
テ
平
等
均
一
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ヘ
キ
乎
否
ラ
サ
ル
乎
ノ
問
題
ニ
対
シ
テ
ハ
、
閣
議
尚
ホ
未
タ

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

六
七
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一
決
セ
サ
ル
モ
ノ
7

は
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
松
方
は
、
こ
の
よ
う
な
中
で
当
時
の
政
府
財
政
の
状
況
を
「
現
ム
7

我
国
ノ
如
キ
ハ
海

六
八

陸
軍
備
ノ
拡
張
、
砲
台
ノ
建
築
、
諸
島
ノ
警
備
、
裁
判
事
務
ノ
改
良
、
諸
省
ノ
建
築
、
海
運
ノ
保
護
等
政
府
自
カ
ラ
執
ル
ヘ
キ
ノ
事
業
繁

元
日
多
ニ
シ
テ
、
国
費
支
弁
ノ
費
途
一
盟
関
セ
ル
コ
ト
今
日
ヨ
リ
甚
シ
キ
ハ
九
一
均
」
と
把
握
し
、
専
ら
財
政
上
の
理
由
か
ら
前
述
の
ご
と
き

私
鉄
保
護
政
策
を
執
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
乙
れ
は
、
明
ら
か
に
官
設
官
営
主
義
の
否
定
で
あ
っ
た
。
松
方
自
身
も
中
山
道
鉄

道
の
建
設
の
場
合
に
採
用
さ
れ
た
よ
う
な
、

公
債
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
を
通
じ
て
の
官
設
鉄
道
の
建
設
と
い
う
方
式
に
つ
い
て
は
以
下

の
ご
と
く
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
比
グ
ノ
如
キ
時
勢
此
ノ
如
き
機
会
ニ
際
シ
、
幸
ニ
人
民
ノ
奮
起
シ
テ
鉄
道
ノ
布
設
ヲ
計
ル
コ
ト
ア
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ス
、
前
途
数
年
ヲ

通
算
ス
ル
ト
キ
ハ
此
奮
起
セ
ル
人
民
カ
政
府
ニ
向
テ
需
ム
ル
所
ノ
保
護
金
ニ
幾
倍
超
過
セ
ル
公
債
利
子
ヲ
払
フ
ノ
不
利
ア
ル
モ
、
尚
ホ

ハ
ロ
〉

官
設
鉄
道
ヲ
起
サ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
如
キ
ハ
、
末
タ
其
可
ナ
ル
ヲ
知
-
フ
サ
ル
ナ
リ
」

は
な
く
、

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
松
方
に
よ
る
私
設
鉄
道
保
護
政
策
は
、
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
私
鉄
一
般
に
対
す
る
保
護
を
意
味
す
る
も
の
で

(

辺

〉

「
帝
国
脊
髄
幹
線
国
家
必
須
ノ
モ
ノ
」
と
い
う
特
定
路
線
な
い
し
特
定
私
鉄
に
限
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、
先
に
検
討
を
加
え
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
は
、
幹
線
鉄
道
網
の
形
成
を
強
く
指
向
し
て
い
た
点
、
そ
し
て
そ
の
た

め
に
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
の
保
護
・
助
成
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
な
ど
の
諸
点
で
、
松
方
の
鉄
道
政
策
論
を
い
わ
ば
先
取
り
し

て
い
た
か
に
み
え
る
。
し
か
し
、

『
新
報
』
は
一
八
八
二
年
一
一
月
に
第
七
六
号
を
も
っ
て
廃
刊
さ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
企
業
劫
興

期
の
私
設
鉄
道
会
社
の
設
立
請
願
の
叢
生
と
い
う
事
態
に
つ
い
て
は
何
ら
の
論
評
も
加
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

『
新
報
』
の
鉄
道
論
が

松
方
の
ご
と
く
特
定
路
線
、
特
定
私
鉄
の
み
に
限
定
し
て
政
府
保
護
を
主
張
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
で
は
な
く
て
私
鉄
一
般
に
対
し

て
保
護
主
義
を
採
用
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
川
農
商
務
省
の
設



置
、
凶
官
営
事
業
の
払
下
げ
、
同
共
同
運
輸
会
社
へ
の
保
護
・
助
成
な
ど
の
明
治
政
府
に
よ
る
一
連
の
諸
政
策
に
対
す
る
『
新
報
』
の
論

評
を
み
る
と
き
、

『
新
報
』
は
こ
の
時
、
明
ら
か
に
一
般
的
保
護
主
義
を
指
向
し
て
い
た
か
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

一
八
八
一
年
四
月
に
設
置
さ
れ
た
農
商
務
省
に
対
す
る
『
新
報
』
の
論
評
か
ら
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
新
報
』
は
、
農
商
務

省
の
設
置
を
も
っ
て
、
政
府
は
「
旧
来
諸
省
ニ
於
テ
農
商
工
事
奨
励
ノ
為
ニ
一
会
社
若
グ
ハ
一
己
人
ニ
特
別
貸
下
ノ
事
ア
リ
シ
ヲ
改
メ
更

一
一
一
般
人
民
ニ
及
フ
ヘ
キ
公
平
不
偏
ノ
保
護
ヲ
為
ス
事
ニ
札
制
」
し
た
と
し
て
、
こ
れ
を
「
我
国
作
業
保
護
ノ
一
大
変
鞄
」
と
極
め
て
高

く
評
価
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
農
商
務
省
の
諸
政
策
に
対
し
て
は
、
以
下
の
ご
と
く
厳
し
く
批
判
し
、

ハ
日
)

シ
テ
能
ク
同
省
創
立
ノ
主
義
ヲ
施
行
セ
ラ
ル
ヘ
キ
ヤ
否
吾
輩
決
シ
テ
保
証
ス
ル
ヲ
得
ザ
ル
」
と
述
べ
る
の
で
あ
っ
た
。 「

今
日
以
後
ニ
於
テ
果

「
噴
ロ
聞
ク
所
ニ
拠
レ
ハ
大
蔵
省
ノ
紙
幣
錆
却
ノ
元
資
ヲ
転
用
シ
テ
作
業
保
護
ニ
用
ヒ
ラ
ル
へ
シ
ト
云
ヒ
又
タ
士
族
授
産
ノ
為
メ
毎

年
八
十
万
円
ヲ
下
付
セ
ラ
ル
b

ニ
決
定
セ
リ
ト
云
ヒ
皆
ナ
事
務
区
域
ヲ
拡
張
、
ン
テ
碍
ヒ
特
別
保
護
ノ
事
ヲ
施
サ
ル
〉
モ
ノ
ニ
似
タ
リ
:
・

-
・
略
:
:
;
万
一
己
人
一
会
社
ヲ
保
護
シ
徒
ラ
ニ
薩
長
人
士
ノ
御
用
商
人
ニ
恩
恵
ヲ
与
フ
ガ
如
キ
挙
動
ニ
出
ル
コ
ト
ア
ラ
ハ
全
国
人
民
ハ

果
、
ン
テ
何
等
ノ
感
想
ヲ
起
ス
ヤ
」

こ
の
よ
う
に
『
新
報
』
は
、
農
商
務
省
の
設
立
に
つ
い
て
論
評
を
加
え
る
の
で
あ
る
が
、
特
定
の
個
人
な
い
し
会
社
に
む
け
ら
れ
る
政

府
保
護
に
対
し
て
は
極
め
て
批
判
的
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
同
様
の
趣
旨
の
論
評
は
、
{
自
営
事
業
払
下
げ
問
題
に
対
し
て
も
加
え
ら
れ

『
新
報
』
は
、
官
営
事
業
の
払
下
げ
に
対
し
て
「
政
府
営
業
ノ
弊
ヲ
去
リ
以
テ
費
用
ヲ
節
減
ス
ル
ニ
在
レ
ハ
固
ヨ
リ
今
日
ノ
良
計
ト

謂
ハ
サ
ル
可
人
刈
」
と
評
価
し
な
が
ら
も
、
「
従
来
我
政
府
ノ
保
護
干
渉
ノ
処
分
ハ
概
ネ
一
個
人
ヲ
扶
助
シ
某
工
人
某
商
人
ヲ
保
護
ス
ル
ト

る云
フ
ニ
止
マ
レ
ル
カ
如
ク
吾
輩
カ
所
謂
保
護
ノ
大
道
タ
ル
全
国
公
利
ヲ
保
護
シ
タ
ル
ノ
成
跡
ナ
キ
ニ
似
タ
リ
若
シ
此
主
義
乃
チ
従
来
慣
用

ハ
四
)

シ
タ
ル
主
義
ヲ
以
テ
工
場
払
下
ノ
事
ニ
施
ス
ト
キ
ハ
或
ハ
不
公
ノ
謂
ナ
キ
ニ
能
ハ
サ
ル
へ
シ
」
と
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し

『
東
海
経
済
新
報
』
の
鉄
道
論

ノ¥

九
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て
、
ま
た
一
八
八
二
年
七
月
に
政
府
に
よ
る
手
厚
い
保
護
の
も
と
に
設
立
を
み
た
共
同
運
輸
会
社
に
対
し
て
も
、
そ
れ
を
高
く
評
価
し
た

明
治
日
報
記
者
の
論
説
に
反
駁
し
て
「
夫
レ
縦
ヒ
今
日
ノ
物
質
ヲ
運
輸
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
仮
定
シ
一
歩
ヲ
記
者
ニ
譲
ル
モ
政

府
ハ
唯
ダ
}
般
ニ
向
フ
テ
之
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
方
ヲ
執
ル
ベ
シ
決
シ
テ
彼
レ
ガ
如
キ
一
社
ニ
向
フ
テ
巨
大
ノ
特
別
保
護
ヲ
与
フ
ベ
カ
ラ
ズ
」

と
批
判
す
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
新
報
』
の
共
同
運
輸
会
社
批
判
に
つ
い
て
は
、

『
新
報
』
の
刊
行
事
情
か
、
り
し
て
三
菱
の
利
害
を
代

弁
し
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
問
題
は
そ
の
批
判
の
内
容
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
三
菱
会
社
が
共
同
運
輸
会
社
の
設
立
を
、

(
刷
出
)

専
ら
「
競
争
の
害
」
と
「
専
商
の
利
」
と
い
う
二
点
か
ら
批
判
し
て
い
た
の
に
対
し
、

『
新
報
』
は
既
述
の
共
同
運
輸
会
社
批
判
に
続
け

て
、
自
ら
の
保
護
主
義
を
位
置
づ
け
て
以
下
の
ご
と
く
論
じ
る
の
で
あ
っ
た
。

「
余
輩
ハ
本
邦
自
由
貿
易
家
ガ
徒
一
フ
ニ
保
護
ト
サ
へ
一
疋
へ
パ
如
何
ナ
ル
保
護
一
一
テ
モ
無
闇
ユ
之
ヲ
嫌
ヒ
之
ヲ
悪
ミ
攻
撃
ヲ
試
ム
ル
ガ

如
キ
者
ニ
非
ラ
ズ
官
ニ
非
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
実
ニ
真
成
ノ
保
護
ナ
レ
パ
飽
マ
デ
之
ヲ
主
張
ス
ル
者
ナ
リ
然
レ
ド
モ
彼
レ
ガ
如
キ
一
社

ニ
向
フ
テ
巨
大
ノ
保
護
ヲ
与
フ
ル
ガ
如
キ
特
別
保
護
ヲ
嫌
フ
者
ナ
リ
何
ン
ト
ナ
レ
パ
此
ノ
如
キ
保
護
ナ
ル
モ
ノ
ハ
其
名
ハ
均
シ
グ
保
護

、
(
況
)

ナ
ル
モ
其
実
ハ
唯
々
該
一
社
ヲ
ノ
ミ
保
護
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
一
般
海
運
ニ
従
事
ス
ル
者
ヲ
保
護
ス
ル
者
ニ
非
ラ
ズ
」
(
傍
点
引
用
者
)

こ
の
よ
う
に
『
新
報
』
の
共
同
運
輸
会
社
へ
の
政
府
保
護
に
対
す
る
批
判
は
、
海
運
一
般
に
対
す
る
保
護
の
必
要
と
い
う
立
場
か
ら
な

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

(

忽

〉

か
な
ら
な
い
の
で
あ
る

Q

『
新
報
』
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
海
運
一
般
に
対
す
る
保
護
こ
そ
が
ま
さ
に
「
真
成
ノ
保
護
」
に
ほ

か
く
て
、
以
上
の
検
討
に
よ
り
『
新
報
』
の
保
護
主
義
は
、
特
定
資
本
へ
の
保
護
で
は
な
く
一
般
的
な
保
護
主
義
を
主
張
し
て
い
た
と

い
っ
て
よ
い
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
脈
絡
に
そ
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
先
に
紹
介
し
た
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
に
対

し
て
『
新
報
』
が
熱
烈
な
讃
辞
を
贈
っ
た
の
も
、
主
観
的
に
は
こ
れ
を
一
般
的
な
保
護
主
義
の
一
環
と
し
て
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
は
な



い
か
と
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
同
時
に
、
事
士
族
資
本
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
日
本
鉄
道
会
社
の
特
権
的
保
護
鉄
道

(
明
ω

)

会
社
と
し
て
の
性
格
を
客
観
的
に
見
抜
き
得
な
か
っ
た
と
い
う
限
界
を
有
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
み
る
と
、

一
八
八
一
年
と
い
う
鉄
道
政
策
の
体
制
的
修
正
期
に
展
開
さ
れ
た
『
新
報
』
の
鉄
道
論
は
、
以
後
の
鉄
道
政
策
を

主
導
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
松
方
の
鉄
道
政
策
論
と
対
比
し
て
、
積
極
的
な
鉄
道
建
設
論
を
主
張
し
た
と
い
う
点
で
同
じ
立
場
に
立
ち

な
が
ら
も
、
私
設
鉄
道
会
社
に
対
す
る
政
府
保
護
と
い
う
点
で
は
微
妙
な
、
し
か
し
決
定
的
な
差
異
を
含
ん
で
い
た
と
い
え
る
よ
う
に
お

も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(

1

)

「
理
財
稽
蹟
」
、
一
八
七
八
年
一
月
(
大
内
兵
衛
、
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
第
一
巻
、
二
三
一
頁
、
明
治
文
献
資
料

刊
行
会
、
一
九
六
二
年
一
月
)
。

〈
2
)

同
詩
、
五
頁
@

(
3
)
tハ
5
)

「
鉄
道
問
答
」
、
一
八
七
八
年
一
一
月
(
「
松
方
伯
財
政
論
集
」
、
前
掲
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
』
、
五
三
九

t
五
四
O
頁〉。

ハ
6
)、
(

7

)

同
前
、
五
一
九
頁
。

〈
8
〉
松
方
正
義
「
九
州
鉄
道
特
別
保
護
二
関
ス
ル
意
見
書
」
〈
間
前
、
五
三
九

1
五
四

O
頁〉。

(
9
〉
同
前
、
五
三
八
百
円
。

(
叩
)
、
(
日
〉
同
前
、
五
三
九
頁
。

ハ
ロ
)
松
方
正
哉
「
山
陽
鉄
道
会
社
特
別
保
護
金
ニ
関
ス
ル
意
見
(
一
〉
」
、
一
八
八
九
年
二
月
一

O
日
(
間
前
、
五
五
五
頁
Y

〈時

)1(日
)
「
明
治
十
四
年
事
ヲ
記
シ
井
テ
時
事
ヲ
論
ス
」
(
『
新
報
』
第
四
九
号
、
一
八
八
二
年
一
月
一
五
日
)

Q

(
汀
)
、
(
時
〉
「
工
場
払
下
ノ
事
ヲ
論
ス
」
(
『
新
報
』
第
二
七
号
、
一
八
八
一
年
五
月
二
五
日
〉
@

(
四
)
高
橋
周
治
「
明
治
日
報
記
者
ノ
共
同
運
輸
会
社
設
立
ノ
論
ヲ
読
ム
」
(
『
新
報
』
第
七
O
号
、
一
八
八
二
年
八
月
一
五
日
Y

ハ
却
)
一
二
菱
会
誌
の
共
同
運
輸
会
社
設
立
に
回
附
す
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
、
回
口
卯
士
口
「
自
由
航
業
論
」
、
一
八
八
三
年
六
月
(
鼎
軒
田
口
卯
育
会
集

刊
行
会
『
鼎
軒
田
口
卯
古
口
全
集
』
第
四
巻
、
一
九
二
八
年
二
一
月
)
に
そ
の
要
旨
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
@

(
幻
)
高
橋
周
治
前
掲
論
説
「
明
治
日
報
記
者
ノ
共
同
運
輸
会
社
設
立
ノ
論
ヲ
読
ム
」

Q

『
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(
辺
)
『
新
報
』
の
主
筆
で
あ
っ
た
犬
養
毅
は
、
ま
た
他
の
雑
誌
に
お
い
て
も
、
「
国
内
ニ
於
て
二
三
会
社
を
保
護
す
る
の
保
護
は
、
政
府
真
宜
の
磯

前
に
非
ず
、
職
務
に
超
ゆ
る
の
保
護
な
る
が
故
に
、
弊
害
を
生
ず
る
も
利
益
を
起
す
こ
と
な
き
を
信
ず
る
な
り
」
(
「
政
府
に
て
会
社
を
保
護
す
る
の

利
害
」
、
司
交
詞
雑
誌
』
第
二
二
号
、
一
八
八
O
年
九
月
五
日
)
と
述
べ
て
お
り
、
政
府
に
よ
る
特
定
資
本
、
特
定
会
社
に
対
す
る
特
別
保
護
を
明
確

に
否
定
し
て
い
た
。

(
お
)
日
本
鉄
道
会
社
の
性
格
規
定
に
つ
い
て
は
、
中
西
健
一
『
前
掲
書
』
、
七
l
一
八
頁
、
を
参
照
の
こ
と
@
中
西
氏
は
、
こ
こ
で
日
本
鉄
道
会
社

を
「
維
新
政
府
に
よ
る
華
(
士
)
族
授
産
政
策
的
意
味
を
も
っ
て
、
産
業
資
本
に
よ
る
園
内
市
場
開
拓
の
要
求
に
先
行
し
、
軍
事
的
・
政
治
的
意
義

を
主
眼
に
、
国
家
財
政
の
窮
乏
の
条
件
の
も
と
で
、
{
呂
設
線
に
代
位
補
充
す
る
も
の
と
し
て
敷
設
さ
れ
た
幹
線
鉄
道
」
(
一
一
一
J
一
三
頁
)
で
、
「
国

家
よ
り
手
厚
く
保
護
さ
れ
た
特
権
会
社
」
(
一
八
賞
)
と
規
定
し
て
い
る

Q

五

括

以
上
、
小
論
で
検
討
し
て
き
た
よ
う
に
『
新
報
』
は
、

一
八
八
一
年
と
い
う
鉄
道
政
策
の
体
制
的
修
正
期
に
、
欧
米
、
と
り
わ
け
ア
メ

リ
カ
に
お
け
る
鉄
道
建
設
と
経
済
発
展
と
の
か
か
わ
り
を
認
識
の
モ
デ
ル
と
し
て
保
護
主
義
的
鉄
道
論
を
展
開
し
た
。
か
か
る
保
護
主
義

的
鉄
道
論
と
は
、
さ
し
あ
た
り
政
府
に
よ
る
保
護
・
助
成
策
に
よ
っ
て
広
範
な
社
会
的
資
金
を
集
中
し
て
私
設
鉄
道
会
立
の
設
立
を
促
進

し
、
も
っ
て
全
国
的
な
鉄
道
網
の
形
成
を
は
か
る
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
鉄
道
建
設
に
よ
る
分
配
(
流
通
過

程
'-../ 

の
整
備
は
、
生
産
力
の
発
展
の
重
要
な
一
要
素
で
あ
る
と
い
う
『
新
報
』
の
基
本
的
な
理
解
が
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

『
新
報
』
に
よ

れ
ば
工
業
化
(
国
民
経
済
の
形
成
)
を
急
ぐ
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
全
国
的
な
鉄
道
網
の
形
成
に
よ
る
産
業
基
盤
の
整
備
こ
そ
が
急
務
の
課

題
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
立
場
か
ら
『
新
報
』
は
、
『
雑
誌
』
の
主
張
す
る
自
由
主
義
的
な
鉄
道
論
に
対
し
て
執
劫
な
批
判
を
繰
返
す
の
で
あ
る
が
、
そ



れ
は
た
ん
に
『
雑
誌
』
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
松
方
正
義
の
主
張
す
る
特
定
路
線
、
特
定
資
本
へ
の
特
別
保
護
を

中
心
と
す
る
鉄
道
政
策
論
に
対
し
て
も
相
対
的
に
独
自
の
立
場
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
鉄
道

政
策
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
農
商
務
省
の
設
置
、
官
営
事
業
の
払
下
げ
、
共
同
運
輸
会
社
へ
の
政
府
保
護

な
ど
に
つ
い
て
の
論
評
に
つ
い
て
み
る
限
り
、

『
新
報
』
は
明
治
政
府
に
よ
っ
て
基
本
的
に
堅
持
さ
れ
て
き
た
特
定
資
本
保
護
政
策
を
一

般
的
保
護
政
策
へ
転
換
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
か
に
み
え
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、

『
新
報
』
の
保
護
主
義
的
鉄
道
論
の
保
護
の
内

容
は
私
設
鉄
道
一
般
へ
の
保
護
の
主
張
と
み
る
方
が
整
合
的
で
、
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
に
対
す
る
高
い
評
価
も
、

『
新
報
』
の
鉄
道
論

に
即
し
て
み
れ
ば
、
主
観
的
に
は
一
般
的
保
護
の
枠
内
の
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
そ
の
後
の
明
治
政
府
に
よ
る
鉄
道
政
策
は
、

〈

2
〉

社
の
設
立
を
契
機
と
す
る
官
設
官
営
主
義
の
修
正
は
、
私
鉄
一
般
に
対
す
る
保
護
と
い
う
方
向
に
は
む
か
わ
ず
、
特
定
路
線
、
特
定
資
本

『
新
報
』
の
主
張
す
る
よ
う
な
方
向
に
は
進
展
し
な
か
っ
た
。
日
本
鉄
道
会

へ
の
保
護
・
助
成
と
い
う
方
向
へ
の
展
開
を
と
げ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

一
八
人
一
年
以
後
政
府
に
よ
る
特
別
保
護
を
受
け
て
設
立

を
み
た
私
設
鉄
道
会
社
は
、
日
本
(
八
%
の
利
子
補
給
)
、
山
陽
(
一
マ
イ
ル
二
、

0
0
0円
の
補
助
金
)
、
九
州
(
四
%
の
利
子
の
補
給
、
後
に
一
マ

イ
ル
二
、

0
0
0円
の
補
助
金
に
変
更
)
、
北
海
道
炭
鉱
(
五
%
の
利
子
補
給
)
な
ど
の
諸
鉄
道
で
、

ア
ル
ト
否
ト
ニ
拘
ラ
ズ
之
ヲ
経
営
ス
ル
ノ
必
要
ア
リ
」
と
考
え
ら
れ
た
幹
線
鉄
道
で
あ
り
、
し
か
も
華
士
族
資
本
お
よ
び
三
井
、
三
菱
、

」
れ
ら
は
政
府
に
と
っ
て
「
直
接
ニ
収
益

藤
田
組
な
ど
の
政
商
資
本
が
支
配
す
る
私
設
鉄
道
会
社
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
以
外
の
両
毛
、
甲
武
、
水
戸
な
ど
の
地
方
的
な
諸

鉄
道
は
、
私
設
鉄
道
条
例
(
一
八
八
七
年
五
月
一
八
日
公
布
)
第
一
五
条
に
よ
る
鉄
道
用
地
の
払
下
げ
や
鉄
道
用
地
免
租
な
ど
の
特
典
は
付

与
さ
れ
た
も
の
の
、
基
本
的
に
は
自
由
主
義
的
な
政
策
が
採
用
さ
れ
、
政
府
に
よ
る
特
別
保
護
の
対
象
か
ら
は
除
外
さ
れ
て
い
っ
た
の
で

あ
る
。
私
設
鉄
道
条
例
は
、
こ
れ
ら
の
諸
私
鉄
に
対
し
て
は
、
保
護
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
政
府
に
よ
る
統
制
と
監
督
を
強
め
る
法
令
と

『
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し
て
機
能
し
た
と
い
え
る
。
か
く
て
、
明
治
政
府
に
よ
る
私
設
鉄
道
会
社
へ
の
保
護
・
助
成
は
、

「
一
般
ノ
鉄
道
ニ
許
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ニ
ア

ラ
サ
ル
ハ
勿
論
ナ
レ
ト
モ
其
線
路
ノ
地
形
等
ニ
ヨ
リ
軍
略
上
若
ク
ハ
施
政
上
必
要
ナ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
営
業
上
ノ
収
支
如
何
ニ
関
セ
ス
政
府

自
カ
ラ
布
設
ス
ヘ
キ
所
ヲ
私
立
会
社
ニ
布
設
セ
シ
ム
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
相
当
ノ
規
約
ヲ
設
ケ
保
助
ヲ
与
フ
ル
モ
亦
可
ナ
ル
ヘ
シ
」
と
い
う

方
針
の
も
と
に
実
施
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
と
の
聞
で
展
開
さ
れ
た
鉄
道
問
題
を
め
ぐ
る
自
由
・
保
護
論
争
は
、

こ
の
よ
う
な
形
で
明
治
政
府
の
鉄
道
政
策
の
中
に
と
り
こ
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

(

l

)

こ
う
し
た
『
新
報
』
の
理
解
に
つ
い
て
は
、
若
干
隔
靴
掻
痔
の
感
も
な
い
で
は
な
い
が
、

れ
に
つ
な
げ
て
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
長
幸
男
前
掲
解
題
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
ヰ
)
一
八
七
四
年
一
月
、
内
務
省
の
発
足
に
よ
っ
て
氏
系
振
興
の
た
め
の
殖
産
興
業
政
策
が
展
開
さ
れ
る
と
、
鉄
道
政
策
に
も
微
妙
な
変
化
が
生

じ
、
阪
堺
鉄
道
の
建
設
請
願
や
華
族
組
合
に
よ
る
京
浜
岡
官
設
鉄
道
の
払
下
げ
請
願
に
対
す
る
認
可
な
ど
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
政
府
直
営
主
義
の

緩
和
が
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
資
金
調
達
の
失
敗
な
ど
に
よ
っ
て
実
現
の
運
び
に
は
至
ら
ず
、
結
局
わ
が
国
に
お
け
る
私
設

鉄
道
会
社
の
認
可
は
一
八
八
一
年
一
一
月
の
日
本
鉄
道
会
社
の
設
立
ま
で
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

a

)

日
本
鉄
道
省
『
日
本
鉄
道
史
』
上
篇
、
六
七
七
頁
、
一
九
一
七
年
六
月
。

(

4

)

同
前
、
六
六
四
頁
。

(
5〉
こ
の
点
に
か
か
わ
っ
て
、
住
谷
悦
治
氏
が
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
の
自
由
保
護
貿
易
論
争
を
検
討
し
て
、
「
自
由
と
保
護
と
の
何
れ
の
論
策
も
、

維
新
直
後
、
絶
対
王
制
の
国
家
主
義
的
産
業
育
成
策
に
と
っ
て
不
可
欠
な
政
策
内
容
を
な
し
て
い
た
」
(
住
谷
悦
治
『
日
本
経
済
学
史
』
増
訂
版
、

-
三
頁
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
一
一
房
、
一
九
六
七
年
一

O
月
)
、
あ
る
い
は
「
維
新
直
後
の
後
進
国
と
し
て
の
わ
が
国
の
盟
件
迂
叩
産
業
の
育
成
に
は
、
自
由
と
保

護
と
が
同
時
に
内
包
並
立
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
」
(
同
前
〉
な
ど
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
当
該
期
の
『
雑
詰
芭
と
『
新
報
』
に
お
け
る
鉄
道
政
策
論

争
の
帰
結
を
考
え
る
上
で
極
め
て
示
唆
的
な
指
摘
と
い
え
よ
う
。

『
新
報
』
の
保
護
主
義
を
明
治
末
期
の
湾
上
議
の
そ

(
付
記
)

小
論
で
は
、
一
八
八

0
年
代
の
鉄
道
政
策
を
『
新
報
』
と
『
雑
誌
』
の
鉄
道
論
争
に
か
か
わ
ら
せ
て
、
官
設
官
営
主
義
か
ら
私
設
鉄
道
の
認
可
、
設



立
と
い
う
方
向
へ
の
転
換
と
い
う
形
で
整
理
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
鉄
道
官
僚
と
い
う
独
自
の
立
場
か
ら
官
設
官
営
主
義
を
強

く
主
張
し
て
い
た
井
上
勝
の
鉄
道
政
策
論
も
後
の
鉄
道
敷
設
法
の
成
立
(
一
八
九
二
年
六
月
一
一
一
日
公
布
)
に
つ
ら
な
る
も
の
と
し
て
極
め
て
重
要
な
意
義

を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
井
上
の
鉄
道
政
策
論
も
含
め
た
当
該
期
の
ト
ー
タ
ル
な
鉄
道
政
策
史
の
分
析
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
他
日
を
期
す
こ
と
に
し
た

な
お
、
小
論
は
一
八
八
四
年
九
月
の
社
会
経
済
史
学
会
関
東
部
会
で
の
報
告
に
、
加
筆
、
修
正
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
一
九
八
五
年
九
月
脱
稿
)
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